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２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度

基本構想

基本計画・基本設計・
実施設計

新庁舎建設工事

解体
市民会館

解体
旧庁舎
解体

　現
在
の
市
庁
舎
は
昭
和
３８
年

に
建
設
さ
れ
た
も
の
で
、
老
朽

化
が
進
み
、
耐
震
診
断
の
結
果

耐
震
基
準
を
満
た
し
て
お
ら
ず
、

大
地
震
が
起
こ
っ
た
場
合
に
は

倒
壊
の
危
険
性
が
高
い
と
判
断

さ
れ
ま
し
た
。
市
議
会
に
お
い

て
も
平
成
２３
年
２
月
に
公
共
施

設
等
整
備
調
査
特
別
委
員
会
で

新
庁
舎
の
建
設
お
よ
び
建
設
位

置
に
つ
い
て
承
認
が
得
ら
れ
ま

し
た
。

　新
庁
舎
は
、
住
民
自
治
の
象

徴
施
設
で
市
民
の
市
政
へ
の
参

画
と
市
民
と
行
政
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
す
る
こ
と

を
基
本
と
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
つ
な
が
る
施
設
に
な

る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　７
つ
の
機
能
を
持
つ
庁
舎
の

建
設
を
目
指
し
ま
す
。

①
市
民
に
と
っ
て
わ
か
り
や
す
く
、

　
人
に
や
さ
し
い
庁
舎

 

（
行
政
サ
ー
ビ
ス
機
能
）

　窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
来

庁
者
の
ス
ム
ー
ズ
な
動
線
、
駐

車
場
の
確
保
な
ど
、
市
民
に
と

っ
て
利
便
性
の
高
い
庁
舎

②
市
民
が
主
役
、

　
み
ん
な
が
集
い
や
す
い
庁
舎

 
（
市
民
と
の
協
働
機
能
）

　市
民
と
行
政
と
の
協
働
の
拠

点
に
な
る
ス
ペ
ー
ス
な
ど
、
市

民
参
加
型
空
間
が
整
備
さ
れ
た

庁
舎

③
情
報
が
行
き
交
い
、

　
市
民
に
明
る
く
開
か
れ
た
庁
舎

 

（
情
報
共
有
拠
点
機
能
）

　地
域
の
個
性
や
魅
力
を
発
信

す
る
展
示
コ
ー
ナ
ー
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
を
活
用
し
た
双
方
向

型
の
情
報
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
整

備
さ
れ
た
庁
舎

④
市
民
に
親
し
ま
れ
、

　
憩
い
の
場
と
な
る
庁
舎

　
（
文
化
交
流
と
憩
い
の
機
能
）

　市
民
が
気
軽
に
来
庁
し
、
市

民
交
流
ス
ペ
ー
ス
と
な
る
ロ
ビ

ー
や
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
の

文
化
・
交
流
空
間
が
整
備
さ
れ

た
庁
舎

⑤
市
民
の
生
命
を
守
れ
る
庁
舎

　
（
防
災
拠
点
機
能
）

　災
害
発
生
時
に
は
迅
速
か
つ

機
動
的
な
対
応
が
で
き
る
防
災

拠
点
施
設
と
し
て
の
機
能
を
備

え
た
庁
舎

⑥
機
能
的
で
柔
軟
性
の
あ
る
庁
舎

　
（
効
率
的
な
執
務
機
能
）

　機
能
的
で
働
き
や
す
く
、
組

織
機
構
や
職
員
数
の
変
化
に
も

対
応
で
き
る
庁
舎

⑦
環
境
に
優
し
い
庁
舎

　

(

環
境
配
慮
型
施
設
機
能)

　太
陽
光
発
電
や
自
然
採
光
、

雨
水
再
利
用
な
ど
や
、
計
画
か

ら
廃
棄
ま
で
の
サ
イ
ク
ル
を
通

じ
た
環
境
負
荷
の
低
減
と
環
境

保
全
に
配
慮
し
た
グ
リ
ー
ン
庁

舎

　新
庁
舎
の
建
設
位
置
は
、
現

市
民
会
館
跡
地
と
し
、
規
模
は

国
土
交
通
省
等
の
算
定
基
準
に

基
づ
き
９
、
５
０
０
㎡
程
度
と

し
ま
す
。

　新
庁
舎
建
設
の
財
源
は
、
交

付
税
措
置
の
あ
る
合
併
特
例
債

を
活
用
し
ま
す
。
ま
た
、
庁
舎

改
築
整
備
基
金
を
活
用
し
ま
す
。

  
市
役
所
新
庁
舎
建
設
の

基
本
構
想
を
策
定

　こ
の
基
本
構
想
は
、
新
庁
舎
建
設

の
設
計
お
よ
び
工
事
を
進
め
る
上
で

の
根
幹
と
な
る
も
の
で
す
。

　庁
舎
の
機
能
お
よ
び
規
模
等
に
つ

い
て
広
く
市
民
の
意
見
を
求
め
る
た

め
、
白
川
市
長
が
市
内
の
公
共
的
団

体
の
代
表
者
お
よ
び
公
募
市
民
か
ら

な
る
１５
人
の
委
員
で
構
成
す
る
観
音

寺
市
民
会
館
等
建
設
検
討
委
員
会
に

基
本
構
想（
案
）を
諮
問
し
、
８
月
２９
日
に
答
申
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
答
申
に
基
づ
き
策
定
し
た
基
本
構
想
の
概
要
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

新
庁
舎
の
基
本
理
念

新
庁
舎
の
基
本
方
針

建
設
位
置
・
規
模

建設スケジュール 建
設
財
源
の
検
討
等

新
庁
舎
建
設
の
経
緯

▲観音寺市民会館等建設検討委員
　会久保委員長・横内副委員長よ
　り白川市長へ答申 庁

舎
等
整
備
課 

☎
２３

−

３
９
５
１
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快
適
な
環
境
で
学
習

幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
の
空
調
設
備
が
完
成

　夏
の
厳
し
い
暑
さ
の
中
で
子

ど
も
た
ち
の
熱
中
症
を
予
防
し
、

学
習
に
励
む
環
境
を
整
え
る
こ

と
な
ど
を
目
的
に
、
昨
年
１１
月

か
ら
市
内
の
幼
稚
園
の
保
育
室

や
遊
戯
室
、
小
・
中
学
校
の
普

通
教
室
、
理
科
室
・
音
楽
室
等

の
特
別
教
室
な
ど
に
空
調
設
備

の
設
置
工
事
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
東
日
本
大
震
災
の
影
響
も

あ
っ
て
工
事
の
完
成
が
遅
れ
て

い
ま
し
た
が
、
幼
稚
園
は
７
月

中
旬
か
ら
、
小
・
中
学
校
で
は

２
学
期
か
ら
使
用
を
開
始
し
ま

し
た
。

　設
置
費
用
は
、
約
６
億
７
千

万
円
で
、
国
の
交
付
金
や
合
併

特
例
債
を
有
効
に
活
用
し
て
整

備
し
ま
し
た
。

　子
ど
も
た
ち
が
、
快
適
な
環

境
で
学
習
に
励
み
、
大
き
く
羽

ば
た
い
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
か
ら
喜
び
の
声

○

集
中
し
て
勉
強
で
き
、
や
る
気
も
高
ま
り
ま
す
。

給
食
も
お
い
し
く
食
べ
る
こ
と
が
で
き
、
残
す
こ

と
も
な
く
な
り
ま
し
た
。

○

快
適
で
過
ご
し
や
す
く
、
授
業
に
集
中
で
き
ま
す
。

運
動
会
の
練
習
の
後
に
も
、
気
持
ち
を
リ
セ
ッ
ト

す
る
こ
と
が
で
き
、
一
生
懸
命
に
授
業
に
取
り
組

め
て
い
ま
す
。

○

ほ
か
の
と
こ
で
エ
コ
（
節
電
）
せ
な
い
か
ん
な
ぁ
。

　現
在
、
２４
人
の
交
通
指
導
員
が
地
域
の
安

全
と
事
故
防
止
の
た
め
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
交
通
安
全
に
努
め
、
安
全
な

ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う
。

交
通
指
導
員
の
活
動
内
容

〇

小
・
中
学
校
の
通
学
時
に
児
童
・
生
徒
等

を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
の
街
頭
指
導

〇

保
育
所
（
園
）
・
幼
稚
園
児
か
ら
高
齢
者

ま
で
、
対
象
年
齢
に
応
じ
た
交
通
安
全
教

室
を
実
施

〇

各
種
行
事
に
お
け
る
参
加
者
の
保
護
誘
導

な
ど

　ま
た
、
交
通
指
導
員
会
で
は
、
立
哨
時
の

諸
問
題
等
の
協
議
や
研
修
会
を
実
施
し
、
資

質
の
向
上
と
交
通
安
全
活
動
の
促
進
に
努
め

て
い
ま
す
。
今
年

度
は
普
通
救
命
講

習
を
受
講
し
、
万

一
の
事
態
に
備
え

て
素
早
い
一
一
九

番
通
報
や
、
救
急

隊
が
到
着
す
る
ま

で
の
応
急
処
置
を

実
技
を
交
え
て
習

得
し
ま
し
た
。

　市
民
課
市
民
生
活
係

　☎
２３

−

３
９
２
４

地
域
の
交
通
安
全
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　活
動
し
て
い
ま
す

幼
稚
園
か
ら
の
声

○

以
前
は
蒸
し
暑
く
食
欲
減
退
の
様
子
で
し
た
が
、

昼
食
を
よ
く
食
べ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

○

体
力
が
な
い
幼
児
に
と
っ
て
、
体
調
の
管
理
が
十

分
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
疲
労
感
が
減
っ
た
よ

う
で
す
。

保
護
者
か
ら
の
声

○

涼
し
い
教
室
の
中
で
子
ど
も
が
快
適
に
勉
強
し
、

ま
た
、
暑
く
て
も
運
動
場
で
元
気
に
遊
ん
で
い
る

と
聞
い
て
お
り
み
ん
な
喜
ん
で
い
ま
す
。

○

エ
ア
コ
ン
を
つ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
逆
に
節
電
に

対
す
る
意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

教
育
総
務
課

　☎
２３

−

３
９
３
７

学
校
教
育
課

　☎
２３

−

３
９
３
８

導 入 教 室 室数 台数

幼稚園 保育室、遊戯室、絵本の部屋等 ３５ ６１

小学校
普通教室、少人数教室、音楽室、

理科室、図書室、給食配膳室等
２２４ ３７７

中学校
普通教室、少人数教室、特別教室、

図書室、給食配膳室等
１６８ ３２０

交
通
指
導
員
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成
平

２２

入
歳
計
会
般
一
の
度
年

３
６
、
２
億
５
９
２
、
は
額
算
決

比
年
前
（
円
万
９

１２

、）
増
％
９
・

、
２
億
７
８
２
、
は
額
算
決
出
歳

比
年
前
（
円
万
０
０
４

１３

％
１
・

。
た
し
ま
り
な
と
）
増

　

２
億
８
は
額
引
差
の
出
歳
入
歳

越
り
繰
へ
度
年
翌
、
で
円
万
９
３

質
実
た
い
除
を
源
財
の
業
事
た
し

円
万
２
２
４
、
６
億
６
、
は
支
収

。
た
し
ま
り
な
に
字
黒
の

　

べ
す
、
も
て
い
つ
に
計
会
別
特

に
算
決
字
黒
て
い
お
に
計
会
の
て

　

て
べ
す
、
は
率
比
断
判
化
全
健

し
ま
り
回
下
を
準
基
る
め
定
が
国

、
も
て
い
つ
に
率
比
足
不
金
資
。
た

い
お
に
計
会
業
企
営
公
の
て
べ
す

、
ず
ら
お
て
じ
生
が
額
足
不
金
資
て

を
態
状
な
全
健
は
況
状
政
財
の
市

。
す
ま
い
て
し
持
維

　
成
平

２２

６
は
業
事
な
主
の
度
年

　

成
平
、
お
な

２２

つ
に
算
決
度
年

。
い
さ
だ
く
て
見
を
ジ

h
ttp
://w

w
w
.c
ity
.k
a
n
o
n
ji.

k
a
g
a
w
a
.jp
/sise

i/1
0
/6
0
.h
tm
l

成
平

2２

て
い
つ
に
算
決
度
年

成
平

２２

度
年

家
の
市
寺
音
観

。
す
ま
し
表
公
を
要
概
の
算
決

　
　
　
　
　
　

係
政
財
課
務
総

　☎
２３

－

０
０
９
３

歳入

歳出

決 算 の 概 要

295億2,639万円

287億2,400万円

市税

29.3
86億3,660万円
%

総務費

16.2
46億4,095万円
%

民生費

25.4
73億846万円
%

衛生費

7.8
22億3,378万円
%

農林水産業費

3.8
11億752万円
%

商工費

2.0
5億8,713万円
%

土木費

8.5
24億2,922万円
%

消防費

2.9
8億2,570万円
%

教育費

22.0
63億1,323万円
%

公債費

10.4
29億9,042万円

%

その他

1.0
2億8,759万円
%

0.8
2億3,652万円
%

2.9
8億9,930万円
%

21.6
63億6,855万円
%

17.3
51億1,839万円
%

4.8
14億636万円
%

0.1
2,931万円
%

1.2
3億5,681万円
%

3.4
9億8,938万円
%

16.6
48億9,370万円
%

2.0
5億9,147万円
%

地方譲与税

各種交付金

地方交付税

国庫支出金

県支出金

繰入金

繰越金

諸収入

市債

その他

歳　　　 入 (a) 295億2,639万円

歳　　　 出 (b) 287億2,400万円

)c(支収式形
　 ( a ) － ( b ) 　

8億  239万円

繰越すべき財源(d)
( 繰越事業の財源 )

1億3,817万円

実 質 収 支 (e)
　 ( c ) －　 ( d )　

6億6,422万円

簿
計
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臨
時
財
政
対
策
債
と
は

　地
方
公
共
団
体
が
地
方
交
付

税
と
し
て
交
付
さ
れ
る
額
の
一

部
を
補
う
た
め
に
発
行
す
る
地

方
債
の
こ
と
で
す
。
償
還
費
用

の
全
額
が
国
か
ら
地
方
交
付
税

で
補
て
ん
さ
れ
ま
す
。

合
併
特
例
債
と
は

　合
併
後
の
地
域
振
興
や
旧
地

域
間
の
格
差
是
正
な
ど
を
目
的

に
し
た
事
業
を
実
施
す
る
た
め

に
発
行
す
る
地
方
債
の
こ
と
で

す
。
償
還
費
用
の
７０
％
が
国
か

ら
地
方
交
付
税
で
補
て
ん
さ
れ

ま
す
。

地
方
債
・
基
金
現
在
高

　
　
　
　（一
般
会
計
）

　地
方
債
現
在
高
は
、
３
２
３
億

円
で
、
前
年
度
末
よ
り
増
加
し
ま

し
た
が
、
そ
の
要
因
は
、
臨
時
財

政
対
策
債
や
合
併
特
例
債
な
ど
の

交
付
税
措
置
の
大
き
い
有
利
な
地

方
債
の
借
り
入
れ
が
増
加
し
た
た

め
で
、
こ
れ
ら
を
除
く
地
方
債
現

在
高
は
、
１９
億
円
減
少
し
て
い
ま

す
。　一

方
、
基
金
現
在
高
は
、
財
政

調
整
基
金
や
合
併
振
興
基
金
な
ど

へ
の
積
み
立
て
に
よ
り
、
１９
億
円

増
加
し
ま
し
た
。

市 税 の 状 況

市 有 財 産 の 状 況

地 方 債 ・基 金 現 在 高 （一 般 会 計 ）

調 定 額 92億8,253万円

収 入 額 86億3,660万円

徴 収 率 93.0％

一人当たり市税負担額（行政区域内人口　64,189人） 14万4,612円

一世帯当たり市税負担額（行政区域内世帯数　23,792 世帯） 39万  153円

一 般 会 計 財 政 調 整 基 金 17億9,668万円

減 債 基 金 8,677万円

庁 舎 改 築 整 備 基 金 5億287万円

地 域 振 興 基 金 2,975万円

ふ る さ と 創 生 基 金 2,605万円

中山間ふるさと・水と土保全対策基金 1,063万円

地 域 福 祉 基 金 9,643万円

「 柴 川 清 」 教 育 振 興 基 金 2,228万円

学 校 施 設 整 備 基 金 6億1,873万円

文 化 振 興 基 金 597万円

豊浜総合体育館施設管理整備基金 260万円

職 員 退 職 手 当 基 金 7億6,671万円

合 併 振 興 基 金 21億3,349万円

が ん ば れ 観 音 寺 応 援 基 金 438万円

競 輪 場 施 設 改 善 等 基 金 36万円

競輪事業特別会計市債償還基金 5,500万円

国 民 健 康 保 険 財 政 調 整 基 金 895万円

介護保険介護給付費準備基金 1億9,891万円

介護従事者処遇改善臨時特例基金 1,348万円

航 路 事 業 船 舶 建 造 等 基 金 3,000万円

土 地 取 得 基 金 2億9,991万円

土 　 地 　 13,120,073㎡　

（ う ち 財 産 区 山 林 　 　 　 　 1,064,577㎡）

建 　 物 　 279,216㎡　

特 別 会 計 決 算 額
会　計　名 収入額Ａ 支出額Ｂ Ａ－Ｂ

競 輪 事 業 85億4,921万円 83億7,874万円 1億7,047万円

国民健康保険事業 78億9,045万円 76億8,190万円 2億855万円

国民健康保険伊吹診療所 7,885万円 7,399万円 486万円

老 人 保 健 事 業 1,862万円 1,862万円 0

後期高齢者医療事業 7億6,398万円 7億6,374万円 24万円

介 護 保 険 事 業 46億6,085万円 46億2,344万円 3,741万円

介護予防サービス事業 3,848万円 2,257万円 1,591万円

航 路 事 業 1億4,447万円 1億2,592万円 1,855万円

粟 井 財 産 区 1,311万円 77万円 1,234万円

粟 井 坂 瀬 山 林 2,191万円 129万円 2,062万円

公共下水道事業 18億9,773万円 18億8,499万円 1,274万円

農業集落排水事業 4,232万円 4,050万円 182万円

※老人保健事業特別会計については、老人保健制度の３年間の
経過措置終了に伴い廃止しました。

地 方 債 の 年 度 末 現 在 高
一 般 会 計 322億6,634万円

競 輪 事 業 特 別 会 計 3億9,248万円

航 路 事 業 特 別 会 計 1,459万円

公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 86億4,425万円

農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 2億8,832万円

　 合 計 　 416億　598万円

市債（億円） 基金（億円）

H17　 H18　 H19　 H20　 H21　 H22
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健全化判断比率の公表

平成２２年度の主な事業

（単位：％）

健 全 化 判 断 比 率 の 状 況

健 全 化 判 断 比 率
平成２１年度

決算
平成２２年度

決算
早期健全化

基準
財政再生

基準
用語の説明

実 質 赤 字 比 率 赤字なし 赤字なし 12.72  20.00 一般会計等の赤字の程度をみる指標

連結実質赤字比率 赤字なし 赤字なし 17.72  35.00 一般会計等及び公営企業会計を含めた市全体の赤字の程
度をみる指標

実 質 公 債 費 比 率 14.6 13.6 25.0  35.0 市全体と一部事務組合を含めた公債費（借金の支払い）
の標準財政規模に対する割合をみる指標

将 来 負 担 比 率 143.9 126.1 350.0 市全体と一部事務組合、公社・出資法人などを含めた将
来的な負担の標準財政規模に対する割合をみる指標

（単位：％）

資 金 不 足 比 率 の 状 況

特 別 会 計 の 名 称
平成２１年度

決算
平成２２年度

決算
経営健全化

基準
資金不足比率とは

水 道 事 業 資金不足なし 資金不足なし 20.0

各公営企業会計の資金不足額の事業規模に

対する割合をみる指標

航 路 事 業 資金不足なし 資金不足なし 20.0

公 共 下 水 道 事 業 資金不足なし 資金不足なし 20.0

農業集落排水事業 資金不足なし 資金不足なし 20.0

事　業　名 決 算 額 事　業　名 決 算 額 事　業　名 決 算 額

広報費（ニューメディア広報事業） 3,003万円 予 防 接 種 事 業 1億2,594万円 元 気 地 域 商 品 券 等 発 行 補 助 事 業 1,100万円

自 治 会 活 動 支 援 事 業 2,594万円 地域子育て支援拠点事業 3,700万円 観音寺国際音楽フェスティバル開催 743万円

行 政 評 価 実 施 事 業 309万円 保 育 所 運 営 事 業 7億2,283万円 水 道 新 設 改 良 費 1億7,947万円

まちづくり交付金事業 1億5,725万円 放課後児童健全育成事業 2,500万円 老 朽 配 水 管 改 良 費 1億116万円

県営公共事業負担金（道路・街路） 4,840万円 妊婦及び乳児健康診査 3,819万円 水 道 施 設 耐 震 化 事 業 2,113万円

地域活力基盤創造交付金道路改築事業 6,827万円 子ども手当・児童手当事業 10億9,925万円 公 共 下 水 道 事 業 4億9,938万円

市 道 高 架 橋 落 橋 防 止 事 業 5,109万円 子ども医療費助成事業 2億3,318万円 瀬戸町調整池・排水施設整備事業 2億123万円

市 道 改 築 事 業 1億5,980万円 障害者自立支援給付費事業 4億4,080万円 浄化槽設置整備事業 9,693万円

のりあいバス運行事業 3,048万円 障 害 者 地 域 生 活 支 援 事 業 9,194万円 一 般 廃 棄 物 処 理 委 託 事 業 3億1,683万円

伊吹地域漁港整備事業（特定） 5億1,356万円 心 身 障 害 者 医 療 費 助 成 事 業 2億6,914万円 し 尿 処 理 施 設 維 持 管 理 費 1億109万円

室 本 港 港 湾 改 修 事 業 1億910万円 老 人 保 護 措 置 事 業 1億607万円 単独県費補助土地改良事業 3,508万円

常 備 消 防 費 6億6,624万円 高 齢 者 労 働 能 力 活 用 事 業 1,146万円 県 営 土 地 改 良 事 業 負 担 金 4,040万円

非 常 備 消 防 費 8,795万円 小・中学校施設耐震実施事業 9億7,243万円 柞田幹線水路排水改良事業 5,157万円

市営住宅（地域住宅交付金事業） 1,804万円 中 部 中 学 校 校 舎 改 築 事 業 27億5,808万円 農山漁村活性化プロジェクト支援交付金事業 5,977万円

市営住宅環境整備事業 2,249万円 中学校太陽光発電システム導入事業 6,719万円 合 併 振 興 基 金 費 6億950万円

が ん 検 診 事 業 3,510万円 日本学生トライアスロン選手権大会開催 670万円 庁 舎 改 築 整 備 基 金 費 4億51万円

特定健康診査等事業 3,456万円 住宅用太陽光発電システム設置整備事業 1,639万円 公共施設等整備事業（用地取得） 9億4,640万円
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水道局　☎２５−５２１１

水道事業の公表

「水は限りある資源です
　　　　　　大切に使いましょう」

平成２２年度末の状況

・給水人口　６万３,４４９人

・給水戸数　２万３,５３５戸

・普及率　９９.１％

・年間総配水量　８８５万９,４９４立方メートル

・一日平均配水量 　２万４,２７３立方メートル

・同有収水量　　７５６万５,３０８立方メートル

・一日平均有収水量 　２万７２７立方メートル

香川用水の受水状況

・年間受水量　　５３９万６,５９９立方メートル

・一日平均　　　　 １万４,７８５立方メートル

　これは、総配水量の６０.９％にあたり、受水費

は総費用の２７.６％を占めています。

主な建設改良工事
　新設改良事業として、県道観音寺池田線、県道

丸亀詫間豊浜線（高屋・八幡地区）、市道大造線お

よび市道国道長谷線等に配水管を布設しました。

また、渇水対策事業として出作町二十増圧ポンプ

設置工事を行いました。老朽配水管改良事業とし

て、国道１１号（推進横断）、市道大井手線および市

道綿蒔線等を、さらに、耐震化工事として岡の宮

配水池緊急遮断弁設置工事を実施しました。

平成２２年度決算

平成２２年度収支状況

給水収益 １，４７０，４５０ ９６．９％ 

受託工事収益 １０，６５９ ０．７％ 

分担金・その他 ３６，７９４ ２．４％ 

　合　　　計 １，５１７，９０３ １００．０％ 

収

　
　入

人件費 ２１２，１５６ １５．９％ 
物件費 ２５５，７２９ １９．１％ 
動力費 ３７，３３９ ２．８％ 
薬品費 ５，０８９ ０．４％ 
受水費 ３６７，６８１ ２７．６％ 
減価償却費 ３４２，０３１ ２５．６％ 
資産減耗費 １３，１２３ １．０％ 
支払利息 ６３，４３９ ４．８％ 
その他 ３７，１１０ ２．８％ 
　合　　　計 １，３３３，６９７ １００．０％ 

支

出

貸　借　対　照　表 平成２３年３月３１日現在

（単位：千円）

（単位：千円）

・固定資産　　⑴有形固定資産　
 　　　⑵無形固定資産 
 　　固定資産合計　
・流動資産　　⑴現金及び預金等 
 　　　⑵貯蔵品
 　　　⑶その他流動資産
　　　　　　流動資産合計
　　　　　資　産　合　計

・固定負債　　⑴引当金　
　　　　　　固定負債合計
・流動負債　　⑴未払金
　　　　　　　⑵預り金等 
　　　　　　流動負債合計
　　　　　負　債　合　計

・資本金　　　⑴自己資本金 
 　　　⑵借入資本金 
 　　資本金合計 
・剰余金　　　⑴資本剰余金 
 　　　⑵利益剰余金
 　　剰余金合計 
　　　　　資　本　合　計
　　　負　債　資　本　合　計

８，７７０，１４１
８１

８，７７０，２２２
２，２５７，２２２

８，７２１
１，０００

２，２６６，９４３
１１，０３７，１６５

３６８，４５５
３６８，４５５
１２１，７７７

４，１１２
１２５，８８９
４９４，３４４

４，３６６，６５４
２，２６５，５４６
６，６３２，２００
２，２９３，８４９
１，６１６，７７２
３，９１０，６２１

１０，５４２，８２１
１１，０３７，１６５

資

産

の

部

負

債

の

部

資

本

の

部

１１
月
は
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
強
調
月
間

少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

　☎
２５

−

４
２
５
１

育
て
よ
う

　健
や
か
に

　支
え
よ
う
み
ん
な
で

　次
代
を
担
う
青
少
年
が
健
や

か
に
育
ち
、
豊
か
な
人
間
に
成

長
自
立
し
て
い
く
た
め
に
、
子

ど
も
・
若
者
の
育
成
支
援
に
つ

い
て
、
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
の

問
題
と
し
て
、
家
庭
や
学
校
は

も
ち
ろ
ん
職
場
や
地
域
社
会
で

も
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
で
も
広

報
・
啓
発
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

〇

懸
垂
幕
の
掲
示

　子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
強

調
月
間
の
啓
発
標
語
「
育
て
よ

う

　健
や
か
に

　支
え
よ
う
み

ん
な
で
」
の
懸
垂
幕
の
掲
示

〇

広
報
車
に
よ
る
啓
発

〇

「
家
庭
の
日
」
ポ
ス
タ
ー
入

賞
作
品
の
展
示

　１１
月
１４
日（
月
）午
後
１
時
～

１８
日（
金
）午
後
１
時
、
市
役
所

本
庁
１
階
ロ
ビ
ー

〇

健
全
育
成
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　１１
月
９
日（
水
）午
後
４
時
～

　市
内
量
販
店
の
店
頭
で
チ
ラ

シ
や
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な

ど
を
配
布

子
育
て
一
言
メ
モ

　非
行
を
繰
り
返
す
青
少
年
の

多
く
が
虐
待
を
受
け
て
育
っ
て

い
る
。
童
話
「
も
も
た
ろ
う
」

を
知
ら
な
い
。

　耳
を
疑
う
よ
う
な
話
で
す
が
、

本
当
の
こ
と
で
す
。

　規
範
意
識
と
人
間
関
係
の
希

薄
化
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
こ

の
ご
ろ
、
立
場
は
違
っ
て
も
、

ほ
ん
の
少
し
心
と
時
間
の
ゆ
と

り
を
見
つ
け
て
、
子
ど
も
た
ち

に
か
か
わ
れ
る
大
人
で
あ
り
た

い
で
す
ね
。

や
ま
び
こ
テ
レ
ホ
ン

（
子
ど
も
・
若
者
の
相
談
）

  

　
　☎

２３

−

０
９
０
０

　不
登
校
や
い
じ
め
、
非
行
な

ど
の
問
題
行
動
、
子
育
て
や
子

ど
も
の
発
達
に
つ
い
て
の
悩
み

な
ど
、
一
人
で
悩
ま
ず
気
軽
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
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１１

間
月
進
推
止
防
待
虐
童
児
は
月

は
の
る
守

　

の
た
な
あ
た
い
づ
気

　

気
勇
の
そ

　

た
い
つ
が
気
に
待
虐
で
近
身

通
や
談
相
に
ず
わ
ら
め
た
、
ら

が
分
自
。
い
さ
だ
く
て
し
を
告

ま
、
き
と
う
ま
し
て
し
を
待
虐

る
い
て
れ
さ
待
虐
が
分
自
は
た

。
い
さ
だ
く
て
し
談
相
、
も
き
と

は
と
待
虐
童
児

待
虐
的
体
身

と
こ
な
理
無
、
り
た
え
加
を

せ
さ
使
酷
を
体
身
て
せ
さ
を

ど
な
る
す
り
た

待
虐
的
理
心

ど
な
別
差
の
間
弟
兄
、
視
無

待
虐
的
性

ど
な
る
す
に
体

ト
ク
レ
グ
ネ

、
る
す
に
潔
不
く
ど
ひ
、
い

き
と
の
気
病
、
い
な
が
心
関

ど
な
い
な
せ
み
に
者
医

ら
か
待
虐
を
も
ど
子

　
　
　
　

に
め
た
る
守

○

だ
変
が
子
様
の
親
や
も
ど
子

通
・
談
相
、
ら
た
じ
感
と
な

。
る
す
告

○

ぶ
及
に
命
生
や
合
場
の
急
緊

警
ず
わ
迷
、
は
合
場
な
う
よ

。
る
す
報
通
へ
察

市有財産の公売 次の市有財産を一般競争入札により売却します。

■土地
所　 在 　地　粟井町字出晴３９７番１および４０１番５

　　　　　　　（旧市給食センター跡）

地　　　　目　宅地および雑種地

地　　　　積　４９２４．６２㎡

　　　　　　　（３９７番１宅地３９３２．６２㎡、４０１番５雑種地９９２㎡）

指  定  用  途　宅地および事業所用地

最低売却価格　２，５００万円（現状引渡し）

入  札  期  日　１１月１６日（水）午前１０時

入  札  場  所　電算センター３階コンピュータ会議室

入札保証金　入札価格の１００分の５以上の入札保証金を

　　　　　　　入札前までに納入

申  込  期  間　１１月１日（火）～１５日（火）

　　　　　　　（土・日曜日、祝日は除く）

資  格  要  件　香川県内に住所または事業所を有する者

■公用車（消防車）
入  札  物  件　消防車１台

入  札  期  日　１１月１６日（水）午前１１時

入  札  場  所　電算センター３階コンピュータ会議室

入札保証金　免除

申  込  期  限　１１月１５日（火）まで

　　　　　　　（土・日曜日、祝日は除く）

問い合わせ先 総務課管財係　☎２３－３９００

先
絡
連　

を
族
家
、
は
後
た
し
を
絡
連

や
り
わ
か
か
が
関
機
る
す
援
支

・
談
相
。
す
ま
め
始
を
り
守
見

れ
漏
が
報
情
の
人
た
し
を
告
通

。
ん
せ
ま
り
あ
は
と
こ
る

室
談
相
童
児
庭
家
市
★

　
　
　
　
　

☎
２３

－

７
５
９
３

時
８
前
午

３０

１５
分

課
援
支
て
育
子
★

　
　
　
　
　

☎
２３

－

２
６
９
３

転
に
室
衛
守
は
ど
な
間
夜
（

）
絡
連
に
者
当
担
、
て
し
送

課
全
安
活
生
署
察
警
寺
音
観
★

　
　
　
　
　

☎
２５

－

０
１
１
０

　

７
７
８
０
☎

－

４
２

－

３
７
１
３

　

７
８
０
☎

－

２
６
８

－

１
６
８
８

談
相
話
電
の
庭
家
と
も
ど
子
★

　

７
８
０
☎

－

２
６
８

－

２
５
１
４

　　

県道粟井観音寺線

線
野
立
晴
出
道
市
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男
女
共
同
参
画

１１
月
１２
日
～
２５
日
は

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」期
間
で
す
！

　内
閣
府
で
は
、
毎
年
１１
月
１２

日
か
ら
２５
日
（
女
性
に
対
す
る

暴
力
撤
廃
国
際
日
）
ま
で
の
２

週
間
を
「
女
性
に
対
す
る
暴
力

を
な
く
す
運
動
」
期
間
と
し
て

い
ま
す
。

　昨
年
度
、
香
川
県
子
ど
も
女

性
相
談
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ

た
夫
や
恋
人
か
ら
の
暴
力
に
関

す
る
相
談
件
数
は
、
４
３
１
件

（
女
性
４
２
６
件
、
男
性
５
件
）

で
、
前
年
に
比
べ
る
と
７３
件

（
前
年
度
比
２０
％
）
増
加
し
て

い
ま
す
。
暴
力
に
は
、
身
体
的

暴
力
に
限
ら
ず
、
精
神
的
暴
力

や
性
的
暴
力
も
含
ま
れ
ま
す
。

親
密
な
関
係
に
あ
っ
て
も
、
暴

力
は
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で

は
な
く
、
犯
罪
に
な
る
行
為
な

ど
を
も
含
む
重
大
な
人
権
侵
害

で
す
。

　各
機
関
で
は
、
女
性
へ
の
暴

力
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

★
香
川
県
子
ど
も
女
性
相
談
セ

ン
タ
ー

　（
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　☎
０
８
７

−

８
３
５

−

３
２
１
１

　月
～
土
曜
日

　午
前
９
時
～
午
後
９
時

　（
祝
日
・
年
末
年
始
は
休
み
）

　Ｅ
メ
ー
ル
相
談

　

h
ttp://w

w
w

.pref.kagaw
a.jp/

kosodate/josei/m
ail/

★
市
家
庭
児
童
相
談
室

（
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
５
７

月
～
金
曜
日

午
前
８
時
３０
分
～
午
後
４
時

（
祝
日
・
年
末
年
始
は
休
み
）

★
香
川
県
警
察
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー

　
　
　

☎
♯
９
１
１
０
（
全
国
共
通

短
縮
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
０
８
７

−

８
３
１

−

０
１
１
０

最
寄
り
の
警
察
署
で
も
相
談

可
。
緊
急
の
場
合
は
一
一
〇

番
へ

正
し
い
認
識
で
明
る
い
社
会
を

市
民
の
人
権
・
同
和
問
題
に
関
す
る
意
識
シ
リ
ー
ズ

　
　
　
　
　
　
　高
齢
者
と
人
権

　「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
い
て
く
れ
て
助
か
っ

て
い
る
」
「
本
当
に
あ
り
が
た

い
。
い
な
い
と
困
る
」
と
言
わ

れ
る
よ
う
な
、
家
族
や
地
域
に

と
っ
て
必
要
な
存
在
で
あ
る
こ

と
が
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　人
は
、
誰
も
が
高
齢
を
迎
え

ま
す
。
自
分
で
は
年
齢
や
老
化

を
自
覚
し
て
い
た
と
し
て
も
、

「
歳
な
ん
だ
か
ら
」
と
か
「
若

い
人
に
任
せ
て
お
け
ば
良
い
か

ら
」
な
ど
と
、
人
か
ら
言
わ
れ

る
と
複
雑
な
気
持
ち
に
な
る
も

の
で
す
。

　現
在
、
６５
歳
以
上
の
高
齢
者

人
口
は
２
、
９
８
０
万
人
に
達

し
、
高
齢
化
率
（
日
本
の
総
人

口
に
占
め
る
割
合
）
は
２３
・
３

％
に
上
昇
、
と
も
に
過
去
最
高

と
な
り
ま
し
た
。（
総
務
省
調
査
）

総
人
口
が
減
少
す
る
中
、
今
後

さ
ら
に
上
昇
す
る
見
込
み
で
２

０
５
５
年
に
は
４０
・
５
％
、
国

民
の
２･

５
人
に
１
人
が
高
齢

者
と
な
る
社
会
が
到
来
す
る
と

推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
諸
外
国

と
比
較
し
て
も
高
齢
化
率
は
、最

も
高
い
水
準
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　年
齢
を
理
由
に
、
高
齢
者
を

社
会
参
加
の
機
会
か
ら
遠
ざ
け

る
こ
と
は
、
人
と
し
て
の
自
由

や
平
等
の
侵
害
で
、
尊
厳
を
傷

つ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
元

気
で
働
く
意
欲
の
あ
る
高
齢
者

は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
豊
富
な

経
験
や
知
識
を
生
か
し
て
活
躍

で
き
る
み
ん
な
が
住
み
よ
い
社

会
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

おめでとう
　　　ございます

平成２２年度
　　人権作品優秀賞

観音寺中２年
大西　優里さん

萩原小６年
福田　紘圭さん

女性に対する暴
力根絶のための
シンボルマーク
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９
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

一般質問項目表
大 矢 一 夫

（民政クラブ）

個人質問

詫 間　 茂
（民政クラブ）

大 平 直 昭
（民政クラブ）

安 藤 忠 明
（公　明　党）

大久保隆敏
（市民クラブ）

●公共施設について

・観光行政について

・高齢者のピア・サポートについて

・避難マニュアルについて

●県立三豊体育館解体後のスポーツ施

設について

●市の防災力について

・新市民会館の基本計画について

●市役所新庁舎の基本計画について

・自治体の危機管理について

●ＣＯ２削減・エコキャップ運動につい

て

・ごみ不法投棄防止対策について

・琴弾公園を中心とした観光について

・ため池の防災対策について

・学校における防災対策について

●就学援助制度の拡充について

・放射線災害について

・財政について

●食育について

・水道事業について

・旧一市二町にそれぞれ残る市に係る

事業・団体の一本化について

●本市の公共施設等の後年度負担につ

いて

・観音寺町３自治会連絡協議会による

要望書について

・公共施設について

●定住促進について

●観光行政について

●自主防災組織について

●新庁舎建設について

・ツイッターの導入について

・ＡＥＤの普及について

●競輪事業について

・室本港の整備計画及び防災について

安 藤 康 次
（民政クラブ）

●印については、質問と答弁の内容を次ページ以降に掲載しています。

安 藤 清 高
（日本共産党）

伊 丹 準 二
（民政クラブ）

篠 原 重 寿
（社会民主党）

石 山 秀 和
（公　明　党）

友 枝 俊 陽
（市民フォーラム）

原　 俊 博
（市民フォーラム）

五 味 伸 亮
（市民フォーラム）

９月定例会の主な内容

２日招集・会期２６日間

平成２２年度決算の認定
一般会計補正予算など原案可決

　平成２３年第３回定例会が９月２日招集され、
２７日までの２６日間の会期で開かれました。
　白川市長から各会計の平成２２年度の決算の
認定１４件と一般会計補正予算として、歳入・
歳出予算の総額に６億３，０５４万６千円を追加
し、総額を２３６億１，８６３万７千円とすること
のほか特別会計など補正予算が６件、専決処
分の承認が２件、条例改正などが４件、計２
６議案が提出され、議案の提案理由の説明が
ありました。
　８・９日の２日間一般質問が行われ市当局
の考えをただしました。
　議案は決算審査特別委員会及び各常任委員
会に付託され、１２日から２０日にかけて慎重に
審議を行いました。
　また、最終日の２７日、追加議案として公共
下水道事業特別会計補正予算の１議案が提出
されました。
　議案は建設経済常任委員会に付託され、た
だちに委員会を開催し、慎重に審議を行いま
した。
　本会議では、各委員会の委員長から付託さ
れた議案などの審議結果の報告があり、採決
の結果すべての市長提出議案を原案のとおり
承認・可決しました。
　新たに請願２件が提案され、継続審査とな
っていた陳情３件と合わせて審査が行われま
した。
　なお、請願・陳情および審議結果は、１５ペ
ージ「審議した議案等とその結果」のとおり
です。
　また、議会提出として意見書案１件と決議
案１件が可決されました。
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９
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

議
会
だ
よ
り

の
期
間
、
議
会
へ
の
提
案
、
市

民
の
意
見
や
要
望
の
収
集
は
ど

の
時
点
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で

す
る
の
か
、
建
設
に
向
け
て
の

今
後
の
流
れ
に
つ
い
て
伺
う
。

　庁
舎
機
能
に
、
市
民
活
動
、

市
民
交
流
の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス

を
取
り
入
れ
る
べ
き
と
提
案
す

る
が
い
か
が
か
。

　
　
　期
間
に
つ
い
て
は
、
平

成
２３
年
１０
月
に
設
計
業
務
委
託

を
行
い
、
平
成
２４
年
度
末
ま
で

に
完
成
予
定
。
基
本
計
画
、
基

本
設
計
に
つ
い
て
は
、
市
民
会

館
等
建
設
検
討
委
員
会
の
答
申

後
、
議
会
に
報
告
。
ま
た
、
基

本
計
画
（
案
）
を
平
成
２４
年
１

月
頃
ま
で
に
作
成
し
、
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
後
、
基

本
設
計
及
び
実
施
設
計
に
着
手

す
る
。

　新
庁
舎
建
設
の
基
本
方
針
に
、

『
市
民
と
の
協
働
機
能
と
し
て

市
民
活
動
の
拠
点
と
な
る
会
議

室
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
で
き

る
ス
ペ
ー
ス
な
ど
の
市
民
参
加

型
空
間
の
整
備
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。』
と
掲
げ
て
お
り
、

市
民
会
館
等
建
設
検
討
委
員
会

に
お
い
て
も
同
様
の
意
見
で
あ

る
。

定
後
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
議
事
録
を
公
開
。
省
エ
ネ
施

設
を
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
で
検
討

し
、
計
画
し
て
い
く
。

　地
元
説
明
会
は
、
周
辺
４
自

治
会
へ
の
説
明
会
を
開
催
し
、

小
学
校
、
幼
稚
園
、
保
育
所
建

設
の
全
体
計
画
、
市
道
改
修
を

含
め
た
周
辺
環
境
整
備
、
津
波

な
ど
の
防
災
対
策
な
ど
に
つ
い

て
説
明
。
今
後
も
必
要
に
応
じ

て
説
明
会
を
開
催
す
る
。

　
　
　県
議
会
６
月
定
例
会
に

お
い
て
、
観
音
寺
総
合
運
動
公

園
内
の
老
朽
化
し
た
県
立
三
豊

体
育
館
は
、
取
り
壊
す
方
針
を

県
は
表
明
し
て
い
る
。

　今
後
、
市
と
し
て
新
た
な
ス

ポ
ー
ツ
施
設
を
造
る
と
思
う
が
、

整
備
計
画
を
お
伺
い
す
る
。
ま

た
、
整
備
を
す
る
の
に
約
２
年

間
か
か
る
と
思
う
が
、
現
在
利

用
し
て
い
る
年
間
約
５
万
人
の

方
々
が
、
そ
の
間
使
用
で
き
る

代
替
え
施
設
案
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

　
　
　平
成
２５
年
度
で
県
立
三

豊
体
育
館
の
代
替
施
設
と
し
て
、

市
立
体
育
館
の
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

を
県
の
補
助
に
よ
り
建
設
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　規
模
は
、
県
立
三
豊
体
育
館

に
あ
る
柔
道
の
畳
や
用
具
な
ど

の
保
管
場
所
と
し
て
の
倉
庫
、

年
間
１
５
、
０
０
０
人
が
利
用

し
て
い
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
、
ア
リ
ー
ナ
は
最
大
ミ
ニ
バ

ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
が
一
面
と
れ
、

武
道
場
と
し
て
も
利
用
で
き
る

施
設
に
し
た
い
。

　工
事
期
間
中
の
代
替
え
施
設

と
し
て
す
ぽ
っ
シ
ュ
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｏ

Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
、
大
野
原
会
館
な
ど

を
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　①
津
波
・
高
潮
対
策
に

つ
い
て
②
土
石
流
対
策
に
つ
い

て
③
た
め
池
の
整
備
に
つ
い
て

④
公
共
施
設
の
耐
震
に
つ
い
て

⑤
上
水
道
・
下
水
道
に
つ
い
て

⑥
集
中
豪
雨
に
つ
い
て
⑦
食
料

の
備
蓄
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　①
平
成
１６
年
台
風
１６
号

の
潮
位
実
績
を
含
め
た
既
往
最

高
潮
位
に
対
し
て
の
安
全
が
確

保
で
き
る
よ
う
整
備
中
。
②
砂

防
堰
堤
な
ど
本
年
度
末
で
２
３

９
基
。
今
後
も
土
砂
災
害
発
生

を
防
止
す
る
た
め
計
画
。
③
国

防
で
２７
カ
所
整
備
。
今
後
も
土

地
改
良
区
な
ど
と
協
議
の
上
、

危
険
度
の
高
い
と
こ
ろ
か
ら
順

次
整
備
。
本
年
大
谷
池
を
モ
デ

ル
と
し
て
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

作
成
。
④
新
耐
震
基
準
適
用
以

前
の
本
市
の
公
共
施
設
で
は
、

統
合
予
定
の
２
小
学
校
（
体
育

館
除
く
）
以
外
の
小
中
学
校
は

本
年
度
で
す
べ
て
改
修
済
。
そ

れ
以
外
は
未
改
修
。
⑤
平
成
１２

年
に
発
生
し
た
鳥
取
県
西
部
地

震
で
本
市
震
度
５
弱
で
被
害
な

し
。
今
後
も
耐
震
化
・
耐
震
管

化
を
実
施
。
⑥
柞
田
排
水
路
が

完
成
。
高
屋
・
八
幡
地
区
県
営

湛
水
防
除
事
業
は
平
成
２４
年
度

完
成
予
定
。
河
川
に
つ
い
て
も

地
元
要
望
を
聞
き
迅
速
に
対
応
。

⑦
飲
料
水
な
ど
非
常
食
を
防
災

セ
ン
タ
ー
、
大
野
原
、
豊
浜
各

支
所
に
備
蓄
。

　
　
　市
役
所
新
庁
舎
の
基
本

設
計
と
実
施
設
計
を
同
じ
業
者

に
発
注
す
る
方
針
だ
が
、
基
本

設
計
か
ら
実
施
設
計
完
成
ま
で

　
　
　新
庁
舎
及
び
新
市
民
会

館
の
進
捗
状
況
、
市
民
会
館
等

建
設
検
討
委
員
会
の
構
成
及
び

議
事
録
・
資
料
公
開
、
施
設
の

省
エ
ネ
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え

て
い
る
か
。
統
合
教
育
施
設
の

地
元
か
ら
要
望
書
が
提
出
さ
れ

た
説
明
会
の
状
況
は
。

　
　
　第
２
回
市
民
会
館
等
建

設
検
討
委
員
会
に
お
い
て
、
新

庁
舎
建
設
基
本
構
想
（
案
）
の

承
認
を
得
て
８
月
２９
日
に
答
申

を
受
け
た
。
新
市
民
会
館
の
基

本
構
想
（
素
案
）
に
つ
い
て
も

１２
月
頃
ま
で
に
答
申
を
い
た
だ

く
予
定
。
委
員
会
構
成
は
、
自

治
会
連
合
会
会
長
な
ど
公
共
的

団
体
の
代
表
者
な
ど
１２
名
、
公

募
３
名
の
合
計
１５
名
の
委
員
で
、

議
事
録
の
公
開
、
基
本
構
想
策

公
共
施
設
に
つ
い
て

  質 

問
答
弁

と

個
人
質
問

大
矢　

一
夫

答
弁

質
問

詫

間　

茂

県
立
三
豊
体
育
館
解
体
後
の

ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
つ
い
て

市
の
防
災
力
に
つ
い
て

質
問

答
弁

答
弁

質
問

大
久
保　
隆
敏

大
平　

直
昭

市
役
所
新
庁
舎
の
基
本
計
画

に
つ
い
て

質
問

答
弁
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９
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

　
　
　平
成
２７
年
度
末
を
完
了

目
標
と
し
て
、
中
部
中
学
校
、

統
合
小
学
校
、
市
役
所
、
市
民

会
館
な
ど
が
建
設
整
備
さ
れ
て

い
る
が
、
本
市
に
は
ほ
か
に
維

持
管
理
す
べ
き
施
設
が
、
２
８

０
カ
所
程
度
存
在
す
る
。
大
き

な
建
設
物
に
目
を
奪
わ
れ
が
ち

に
な
る
が
、
毎
年
５
０
０
名
程

度
と
さ
れ
る
本
市
の
人
口
減
少

を
考
慮
す
る
と
、
財
政
は
縮
小

す
る
方
向
に
あ
り
、
相
対
的
に

施
設
管
理
に
か
か
わ
る
後
年
度

負
担
率
が
増
加
す
る
。
国
の
同

様
の
推
計
に
照
ら
し
て
も
、
財

源
に
余
力
を
持
っ
て
市
政
運
営

に
取
り
組
む
べ
き
と
き
と
考
え

る
。
市
民
に
対
し
、
何
を
残
し
、

何
を
廃
止
す
る
の
か
を
、
長
期

振
興
計
画
な
ど
に
明
示
し
、
理

解
を
得
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　財
政
に
つ
い
て
は
、
健

全
化
判
断
比
率
な
ど
を
踏
ま
え
、

中
期
的
な
財
政
収
支
の
見
直
し

を
立
て
る
中
で
無
理
の
な
い
財

政
運
営
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

平
成
２３
年
度
市
有
主
要
施
設
現

況
調
査
を
集
客
機
能
の
あ
る
施

設
５２
カ
所
で
行
い
、
維
持
管
理

計
画
な
ど
を
作
成
し
て
い
く
。

年
度
は
１２
・
５
％
。

　現
状
は
、
不
燃
ご
み
と
し
て

回
収
し
、
固
形
燃
料
と
し
て
再

資
源
化
し
て
い
る
。
今
後
は
リ

サ
イ
ク
ル
意
識
高
揚
の
た
め
、

衛
生
組
合
、
自
治
会
及
び
公
共

施
設
管
理
者
な
ど
と
協
議
を
行

い
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　就
学
援
助
制
度
は
、
経

済
的
に
困
窮
し
て
い
る
小
中
学

生
の
家
庭
に
学
用
品
や
給
食
費
、

修
学
旅
行
費
な
ど
を
援
助
す
る

制
度
で
あ
る
。

　国
が
２
０
０
５
年
度
か
ら
国

庫
補
助
を
一
般
財
源
化
し
た
こ

と
に
伴
い
、
収
入
基
準
を
厳
し

く
し
た
り
支
給
額
を
切
り
下
げ

た
り
、
ま
た
広
報
不
足
や
申
請

手
続
き
の
煩
雑
さ
か
ら
、
申
請

漏
れ
が
発
生
す
る
な
ど
の
問
題

も
起
き
て
い
る
。
本
来
支
給
を

受
け
ら
れ
る
子
ど
も
が
阻
害
さ

せ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
て
、

安
心
し
て
利
用
で
き
る
制
度
へ

の
拡
充
に
つ
い
て
次
の
事
項
を

求
め
る
。

▽
全
児
童
生
徒
に
文
書
で
周
知

徹
底
さ
せ
る
こ
と
。

▽
申
請
書
の
様
式
の
簡
略
化
、

添
付
書
類
を
必
要
最
小
限
に

す
る
こ
と
。

　
　
　こ
こ
数
年
受
給
者
が
１

％
づ
つ
増
加
し
て
い
る
。
今
後

も
就
学
援
助
制
度
の
維
持
・
充

実
に
努
め
た
い
。

　
　
　

｢

食
育｣

は
、
健
全
な
食

生
活
を
通
し
健
康
保
持
を
実
現

さ
せ
、
食
文
化
を
継
承
し
、
食

に
つ
い
て
考
え
る
習
慣
、
知
識

や
判
断
力
を
会
得
す
る
た
め
の

取
り
組
み
を
指
す
。

①
食
教
育
に
つ
い
て
。
給
食
調

理
現
場
と
、
給
食
を
食
べ
る

子
ど
も
た
ち
の
距
離
を
縮
め
、

「
安
全
で
お
い
し
い
給
食
」

を
体
感
す
る
事
が
ま
さ
に

「
食
育
」
と
な
る
。
取
り
組

み
内
容
は
。

②
「
食
育
推
進
計
画
」
策
定
の

予
定
。
国
は
平
成
１８
年
度
か

ら
実
施
さ
れ
、
今
年
度
か
ら

「
第
２
次
計
画
」
が
ス
タ
ー

ト
。
県
内
で
も
未
策
定
市
は

２
市
の
み
と
な
り
、
早
急
な

取
り
組
み
を
。

①
栄
養
教
諭
、
栄
養
職
員
は
毎

日
所
属
校
で
食
育
指
導
を
実

施
。
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員

と
児
童
・
保
護
者
と
の
交
流

を
図
る
料
理
講
習
会
（
年
２

回
）
や
小
学
一
年
生
の
保
護

者
、
母
親
部
会
な
ど
の
給
食

試
食
会
な
ど
を
実
施
。
学
校

給
食
週
間
（
１
月
）
に
は
、

市
民
に
給
食
へ
の
理
解
を
い

た
だ
く
た
め
の
、
給
食
展
を

実
施
。

②
平
成
１５
年
度
作
成
の
「
市
健

康
増
進
計
画
」
の
見
直
し

（
平
成
２４
年
度
実
施
）
に
併

せ
て
、
地
産
地
消
の
推
進
、

料
理
講
習
、
栄
養
教
室
の
拡

充
を
含
め
た
「
推
進
計
画
」

を
策
定
し
た
い
。

　
　
　ゴ
ミ
の
民
間
処
理
委
託

も
４
年
目
を
迎
え
て
い
る
が
、

可
燃
ゴ
ミ
と
不
燃
ご
み
の
搬
出

割
合
、
再
資
源
化
率
の
推
移
に

つ
い
て
伺
う
。

　２
点
目
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
再
資
源
化
は
進
ん
で
い
る
が
、

そ
の
キ
ャ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、

焼
却
さ
れ
て
い
る
の
か
リ
サ
イ

ク
ル
さ
れ
て
い
る
の
か
、
特
定

が
難
し
い
。
キ
ャ
ッ
プ
が
焼
却

さ
れ
る
と
、
１
㎏
（
４
０
０
個
）

当
り
３
、
１
５
０
ｇ
の
Ｃ
Ｏ
２

が

排
出
さ
れ
る
。
２
０
０
５
年
エ

コ
・
キ
ャ
ッ
プ
推
進
協
会
が
設

立
さ
れ
、
全
国
で
２
７
０
の
企

業
や
団
体
が
回
収
に
協
力
し
て

い
る
。
キ
ャ
ッ
プ
８
０
０
個
で

ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
１
本
と
交
換

し
開
発
途
上
国
の
乳
幼
児
に
支

援
し
て
い
る
。
市
の
公
共
施

設
・
小
中
学
校
・
自
治
会
館
な

ど
に
回
収
箱
を
設
置
し
て
、
協

力
を
呼
び
か
け
て
は
ど
う
か
提

案
す
る
。

　
　
　可
燃
ゴ
ミ
は
１
、
８
０

０
ト
ン
の
減
量
、
約
４
、
４
０

０
万
円
の
処
理
費
を
削
減
で
き

て
い
る
。
資
源
化
率
は
、
平
成

２０
年
度
は
１１
・
１
％
、
平
成
２２

答
弁

食
育
に
つ
い
て

安
藤　

清
高

篠
原　

重
寿

就
学
援
助
制
度
の
拡
充
に

つ
い
て

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

伊
丹　

準
二

本
市
の
公
共
施
設
等
の

後
年
度
負
担
に
つ
い
て

質
問

質
問

石
山　

秀
和

Ｃ
Ｏ
２

削
減
、
エ
コ
・
キ
ャ
ッ
プ

運
動
に
つ
い
て



13

９
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

議
会
だ
よ
り

　
　
　交
流
定
住
促
進
計
画
に

基
づ
い
て
、
実
施
さ
れ
て
い
る

事
業
の
現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　空
き
家
バ
ン
ク
制
度
は
、

空
き
家
の
売
却
、
賃
貸
な
ど
を

希
望
す
る
方
か
ら
、
そ
の
利
用

希
望
者
へ
橋
渡
し
を
す
る
制
度

で
、
成
約
し
た
物
件
も
出
て
い

る
。　Ｉ

タ
ー
ン
者
へ
の
住
宅
新
築

等
助
成
金
は
、
本
市
に
住
宅
を

新
築
、
ま
た
は
取
得
し
た
方
の

住
宅
購
入
に
係
る
経
費
の
５
％

に
つ
い
て
５０
万
円
を
上
限
に
助

成
し
て
い
る
。
住
宅
斡
旋
等
助

成
金
は
、
取
引
業
者
へ
５
万
円

を
助
成
す
る
も
の
で
あ
る
。
移

住
体
験
は
、
７
月
に
行
い
２
回

目
を
９
月
に
行
う
。
関
西
な
ど

か
ら
も
参
加
し
て
い
る
。

　
　
　政
府
の
観
光
立
国
戦
略

会
議
は
「
観
光
に
よ
る
交
流
人

口
の
拡
大
が
人
口
減
少
時
代
の

地
域
活
性
化
策
の
要
と
な
る
」

と
い
っ
て
い
る
。

　本
市
は
日
本
で
も
第
１
級
の

観
光
資
源
で
あ
る
有
明
浜
・
琴

弾
公
園
を
有
し
、
ほ
か
に
も
豊

稔
池
堰
堤
、
ち
ょ
う
さ
祭
り
、

６８
・
６９
番
札
所
な
ど
多
く
の
資

源
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
資
源
を
全
市
民
が
磨
き
あ

げ
、
光
り
輝
か
せ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
観
光
振
興
の
本
質

は
「
住
ん
で
よ
し
、
訪
れ
て
よ

し
」
の
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
づ

く
り
で
あ
る
。
本
市
の
観
光
行

政
に
対
す
る
ビ
ジ
ョ
ン
を
伺
う
。

　
　
　観
光
行
政
に
対
す
る
ビ

ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
観
光
振
興

の
経
済
波
及
効
果
は
多
角
的
に

地
域
産
業
に
わ
た
る
。
地
域
の

皆
さ
ま
と
行
政
が
連
携
を
図
り
、

積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ

り
観
光
が
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業

と
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
と
考

え
る
。
観
光
振
興
を
推
進
す
る

観
光
客
の
動
態
調
査
を
実
施
す

る
。
ま
た
「
か
ん
お
ん
じ
の
魅

力
ま
る
か
じ
り
」
市
内
め
ぐ
り

を
検
討
し
て
い
る
。
外
国
人
モ

ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
実
施
す
る
た

め
の
予
算
を
計
上
し
て
お
り
、

今
後
と
も
本
市
の
魅
力
を
最
大

限
に
生
か
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　自
主
防
災
組
織
の
結
成

率
は
、
自
治
会
数
に
対
す
る
割

合
で
観
音
寺
５２
％
大
野
原
７８
％

豊
浜
１
０
０
％
と
な
っ
て
い
る

が
、
毎
年
訓
練
を
実
施
し
て
い

る
組
織
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
か
。

ま
た
、「
か
が
わ
自
主
ぼ
う
連
絡

協
議
会
」
に
多
数
の
自
主
防
災

組
織
が
加
盟
し
て
い
る
が
、
本

市
で
は
加
盟
し
て
い
な
い
。
ほ

か
の
自
治
体
の
組
織
と
連
携
を

図
り
、
防
災
技
術
や
意
識
を
高

め
る
こ
と
も
必
要
で
な
い
か
。

ま
た
、
ほ
か
の
自
治
体
で
は
自

主
防
災
組
織
と
小
中
学
校
が
連

携
を
図
り
、
防
災
訓
練
や
防
災

マ
ッ
プ
の
作
製
な
ど
自
主
防
災

意
識
を
高
め
る
教
育
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
自
主
防
災
会
と
学

校
の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
に

さ
れ
て
い
る
か
。

　
　
　毎
年
、
ほ
ぼ
継
続
し
て

訓
練
が
実
施
さ
れ
て
い
る
組
織

は
１０
組
織
あ
り
、
全
組
織
に
占

め
る
比
率
の
６
・
９
％
で
あ
る
。

た
だ
し
、
三
観
広
域
南
消
防
署

へ
訓
練
依
頼
が
出
さ
れ
て
い
る

組
織
数
だ
け
で
あ
る
。
新
た
に

結
成
し
た
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
に
、

県
主
催
の
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
な

ど
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
ほ

か
の
自
主
防
災
組
織
の
方
と
の

交
流
が
図
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

小
学
校
区
で
毎
年
実
施
し
て
い

る
市
の
防
災
訓
練
で
土
嚢
作
製

や
水
防
工
法
訓
練
、
バ
ケ
ツ
リ

レ
ー
に
よ
る
消
火
訓
練
な
ど
を

行
っ
て
お
り
、
自
主
防
災
組
織

と
小
学
校
の
先
生
や
生
徒
が
一

緒
に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　
　平
成
２３
年
度
の
新
年
度

予
算
と
し
て
、
設
計
庁
舎
委
託

料
３
、
４
２
６
万
円
が
承
認
さ

れ
て
い
る
。
半
年
が
過
ぎ
よ
う

と
し
て
い
る
中
、
ま
だ
予
算
は

執
行
さ
れ
て
い
な
い
。
に
も
か

か
わ
ら
ず
今
議
会
に
補
正
予
算

７
、
２
８
１
万
円
が
計
上
さ
れ

て
い
る
。
①
な
ぜ
今
、
補
正
予

算
が
必
要
な
の
か
伺
う
。
②
早

期
着
工
を
言
う
の
で
あ
れ
ば
、

本
市
と
人
口
規
模
な
ど
の
類
似

団
体
の
庁
舎
な
ど
を
設
計
し
た

業
者
数
社
に
声
を
か
け
指
名
競

争
入
札
を
す
れ
ば
、「
早
く
・
安

く
」
で
き
る
と
思
う
が
、
本
市

の
考
え
を
伺
う
。

　
　
　①
補
正
予
算
７
、
２
８

１
万
円
は
、
新
庁
舎
建
設
の
実

施
設
計
と
市
民
会
館
解
体
設
計

委
託
料
で
あ
る
。
平
成
２３
年
度

当
初
予
算
３
、
４
２
６
万
円
は
、

基
本
計
画
及
び
基
本
設
計
委
託

料
で
あ
る
。
今
回
、
工
程
を
見

直
す
中
で
工
期
を
短
縮
し
、
早

期
建
設
工
事
に
着
手
す
る
た
め

に
、
基
本
計
画
お
よ
び
基
本
設

計
と
併
せ
て
実
施
計
画
な
ど
一

括
発
注
す
る
。
②
当
然
、
現
場

の
担
当
課
、
予
算
を
執
行
す
る

課
、
契
約
担
当
課
な
ど
十
分
に

協
議
、
検
討
を
重
ね
、
そ
の
中

で
工
事
請
負
等
審
査
委
員
会
に

諮
り
、
慎
重
に
協
議
を
進
め
て

い
き
た
い
。

答
弁

答
弁

質
問

安
藤　

康
次

観
光
行
政
に
つ
い
て

新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

友
枝　

俊
陽

原　

俊

博

自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て

質
問

質
問

安
藤　

忠
明

定
住
促
進
に
つ
い
て

質
問

答
弁

答
弁
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問
質
般
一

容
内
な
主
の
会
例
定
月
９

果
結
の
そ
と
等
案
議
た
し
議
審

　
　
　

、
は
で
業
事
輪
競
の
市
本

、
と
こ
の
ん
ろ
ち
も
は
員
事
従

も
に
員
職
の
者
業
託
委
務
業
各

。
る
い
て
い
働
が
民
市
の
く
多

結
の
続
存
、
止
廃
の
業
事
輪
競

が
論
結
、
が
る
あ
で
だ
ま
は
論

対
に
者
係
関
、
は
に
き
と
た
出

願
お
を
示
開
報
情
な
か
や
速
し

括
包
に
仮
、
に
も
と
と
る
す
い

た
い
て
し
用
雇
に
的
先
優
、
も

行
を
け
か
き
働
に
う
よ
る
け
だ

と
こ
る
き
で
限
大
最
、
ど
な
う

と
こ
く
だ
た
い
で
ん
組
り
取
に

姿
の
市
本
。
る
す
望
要
く
強
を

。
う
伺
を
勢

　
　
　

地
の
ど
な
用
雇
や
政
財

し
と
的
目
を
与
寄
の
へ
済
経
域

て
し
力
努
に
続
継
の
業
事
輪
競

、
が
る
い
て
し
討
検
を
策
善
最
の

な
速
迅
は
に
合
場
た
出
が
論
結

も
と
と
る
め
努
に
達
伝
の
報
情

努
限
大
最
は
に
用
雇
元
地
、
に

。
く
い
て
し
を
力

味
五
　

亮
伸て

い
つ
に
業
事
輪
競

問
質

弁
答

常任委員会の行政視察の報告
　議会の活性化および議員活動に活かすことを目的に、下記の

内容で先進地視察を実施しました。

議会運営委員会

総務委員会

平成２３年７月５日（火）～６日（水）

山口県下関市……議会改革（主に委員会を先行開催し、後に一般質問を実施

　　　　　　　　する形態など）と議会運営全般について

広島県大竹市……議会改革（主にプレゼン、ディベートを踏まえた「再編交

　　　　　　　　付金使途事業計画に関する決議」など）と

　　　　　　　　議会運営全般について

議　　長　大賀正三

委　　員　森谷政義、安藤清高

　　　　　石山秀和、大平直昭

平成２３年７月１２日（火）～１４日（木）

沖縄県浦添市……①地域通貨「察度」について　②自治体の電子化について

　　　　　　　　③男女共同参画推進ハーモニーセンター

沖縄県うるま市…①市民サービス評価について

沖縄県名護市……①第４次総合計画について

　　　　　　　　②地域ＳＮＳの活用と

　　　　　　　　　地域情報化の推進について

沖縄県糸満市……①平和行政について

　　　　　　　　　（沖縄県営平和祈念公園、

　　　　　　　　　  ひめゆり平和祈念資料館）

委 員 長　石山秀和、副委員長　友枝俊陽

委　　員　秋山忠敏、高橋照雄、西山正勝

　　　　　黒川健太郎、安藤清高、詫間　茂

日　　時
場所・事項

参  加  者

日　　時
場所・事項

参  加  者

▲大竹市役所

▲名護市役所



15

９
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

議
会
だ
よ
り

議会からのお知らせ
●次回の定例会は１２月の予定です。本会議はだ

　れでも傍聴できます。

●本会議の録画映像をインターネット配信して

　います。いつでもご覧いただけますので、ご

　利用ください。

　http://www.city.kanonji.kagawa.jp/

　　

広 聴 広 報 委 員 会
皆さんのご意見・ご感想をお聞かせください。

◆委 員 長　篠 原 重 寿 　　　◆副委員長　大 平 直 昭

◆委　　員　西 山 正 勝 　　　◆委　　員　安 藤 清 高

◆　　〃　　　石 山 秀 和 　　　◆　　〃　　　井 上 浩 司

◆　　〃　　　安 藤 康 次 　　　◆　　〃　　　友 枝 俊 陽

〒768-8601　観音寺市坂本町一丁目１番 1 号　
　　　　　　☎ 23－3913　FAX23－3914
　　　　　　Ｅメール gikai@city.kanonji.lg.jp

審 議 し た 議 案 等 と そ の 結 果
●第３回（９月）定例会

議　　　　　案　　　　　名 審議結果
※市長提出議案
平成２２年度観音寺市一般会計歳入歳出決算認定について 認　　定（反対１人）

平成２２年度観音寺市競輪事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　　 定

平成２２年度観音寺市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成２２年度観音寺市国民健康保険伊吹診療所特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成２２年度観音寺市老人保健事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成２２年度観音寺市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成２２年度観音寺市介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成２２年度観音寺市介護予防サービス事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成２２年度観音寺市航路事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成２２年度観音寺市粟井財産区特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成２２年度観音寺市粟井坂瀬山林特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成２２年度観音寺市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成２２年度観音寺市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成２２年度観音寺市水道事業会計決算認定について 〃

専決処分の承認について（観音寺市税条例等の一部を改正する条例） 承 　　認

専決処分の承認について（観音寺市都市計画税条例の一部を改正する条例） 〃

観音寺市総合振興計画審議会条例の一部改正について 原案可決

観音寺市特別職報酬等審議会条例の一部改正について 〃

観音寺市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について 〃

公有水面の埋立てに関する同意について 同　　意

平成２３年度観音寺市一般会計補正予算（第２号） 原案可決

平成２３年度観音寺市競輪事業特別会計補正予算（第１号） 〃

平成２３年度観音寺市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 〃

平成２３年度観音寺市介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 〃

平成２３年度観音寺市介護予防サービス事業特別会計補正予算（第１号） 〃

平成２３年度観音寺市航路事業特別会計補正予算（第１号） 〃

平成２３年度観音寺市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 〃

※陳情
「所得税法第５６条の廃止」の意見書採択を求める陳情書 不 採 択（賛成２人）

治安維持法犠牲者国家賠償法の制定に関する陳情書 　 〃 　（賛成１人）

住宅リフォーム助成制度創設を求める陳情書 　 〃 　（賛成７人）

※請願
ＪＲ三島・貨物会社に係る税制特例の恒久化等の請願 継続審査

漁業用軽油にかかる軽油引取税の免税措置に関する国への意見書の提出を求める請願書 採　　択

※議提議案
特別委員会の設置について 原案可決

※意見書案
漁船用軽油にかかる軽油引取税の免税等に関する国への意見書 原案可決

※決議案
競輪事業の本場開催からの撤退を求める決議 原案可決（反対２人）
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　地域のきずなを深め、支えあって暮らそうと各地で趣向を
凝らした「地域サロン」が行われています。豊浜町道溝自治
会では約１５０人の老若男女が集い、三世代交流や防災講演会、
焼きそばや焼き鳥などのテント村を開催。豊浜町台の山サロ
ンでは、地域の歴史について学んだり子どもたちが紙芝居を
して長寿会の人たちに披露したりしました。

　市民ら１５０人が参加して、クリーン作戦が有明浜海
岸でありました。台風直後だったため、通常より多く
の生活ごみがあり、回収した量は不燃、可燃の計２８５
キログラム。ボランティアの人たちの協力で１時間後
には見違えるほどきれいな浜になりました。

　観音寺市総合運動公園で行われた「香川オリーブガ
イナーズ」対「愛媛マンダリンパイレーツ」の公式試
合。この日は「観音寺市の日」で、目の前で繰り広げ
られる試合に観客席からは熱い声援が飛び交いました。
後期優勝を争う大事な試合で、結果は４−４の引き分
けでした。

自分たちの手で海をきれいに 皆さん応援ありがとう9 10

　観音寺市体育協会が、本市と四国中央市、三好市と
の交流と競技力の向上を目指し、萩の丘公園で第１回
四国まんなか交流ソフトボール大会を開催しました。
各市から２チームずつの参加で、一般と壮年の部に分
かれ白熱した試合を展開。今後も継続的に開催し、親
交を深める予定です。

　晴天にも恵まれ、大盛況に終わった第２６回萩まつり。
萩の丘公園ではさまざまなステージイベントや移動動
物園などが催され、多くのお客さんでにぎわいました。
萩原寺会場で行われた野だて茶会では、萩の花が咲く
風情ある景色の中で、一服のお茶を楽しんでいる様子
でした。

ソフトボールを通じて３市の交流 たくさんの人でにぎわった一日18
9

9 10

23
9

触れ合い・支えあう 「地域サロン」25
9

▲道溝自治会の三世代交流 ▲台の山サロンの子どもによる紙芝居
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　白川市長が敬老顕彰訪問で９０歳になる久保壽夫さん（木之郷
町）を訪ねました。ことしの対象人数は２５３人で、訪問を希望
したのは次の３１人です。
久保壽夫、熊谷シゲキ、今井彌生、川西千代子、石川澤美、合
田春男、宮﨑トヨノ、大西忠美、岩本邦夫、藤田虎義、福田キ
ヨ子、合田義則、久保キヌヱ、森川キミ子、石塚喜代野、岩田
ウメノ、黒田フクヱ、合田サダヱ、小西キヨヱ、森宗キミヱ、
白川ソノ、大谷トシ子、林五郎、石川コトミ、高橋ヒデミ、川
上高子、大西シズ子、星川シゲミ、大西トメコ、江頭緑、秋山
松美　　 　　　　　　　　　　　　　　　〈敬称略・順不同〉

長寿を祝い９０歳訪問

▲陸上監督＝藤岡英陽、選手＝中野真実、大西雄一朗、
岡田翔吾、有明徹也、久保田真吾、佐々木祐弥、松川
千夏、銃剣道監督＝石川慎也、選手＝三好博也、アー
チェリー監督＝宮武孝明、ライフル射撃選手＝石川智
美、ウエイトリフティング選手＝石井一樹、合田玄軌、
レスリング選手＝黒川達也、弓道選手＝礒野将太、三
好真人、サッカー選手＝入谷祐介、空手道選手＝藤田
健太、三宅瑠乃　　　　　　　　〈敬称略・順不同〉

▲吉田敏彦、安藤康次、泉宮猛　〈敬称略・順不同〉

　日本在住の外国の人たちに観音寺市の良さを
知ってもらい、新たな観光客を誘致しようとツ
アーを開催。中国や韓国、アメリカ、ネパール
など９カ国２３人が参加しました。豊稔池堰

えんてい

堤や
さぬき豊浜ちょうさ祭、路地裏まち歩きなど盛
りだくさんの観光名所を２日で散策。参加者は、
イリコなどをおいしそうに食べたり初めて目に
する「ちょうさ」や自然の美しさに触れたりし
て、感嘆の声を上げていました。

第２６回日本ペタンク選手権大会

観音寺市に感激の外国人旅行者

ねんりんピック２０１１熊本
　グラウンド・ゴルフ交流大会

▲安藤伊佐雄、古谷俊明、五味正範、髙田マサ子、
松岡房子、筒井照美　　　　　〈敬称略・順不同〉

▲詩吟や植木づくりが趣味の久保壽夫さん

▲ゲートボール＝秋山悦子、吉田ミノル、小谷マサ子、
荻田昌康、高橋宗男、大西泰匡、壮年サッカー＝亀山
哲夫、バウンドテニス＝岩田弘司、マスターズ陸上競
技＝高橋幸男、泉壽美、山本ひろみ、ペタンク＝白川
年則、下川光男、本川昭一　　　　〈敬称略・順不同〉

10

10

4

8.9

第６６回国民体育大会

全国大会出場おめでとうございます
9 10
22 4

10
3 . 5 . 6 . 7

10
6 第２４回全国スポーツ・

　　レクリエーション祭
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大 西 琉
る

生
い

ちゃん

父 寛幸さん　　母 瑠美さん
（室本町）

 

 

小 出 快
かい

叶
と

ちゃん

父 直樹さん　　母 美咲さん
（大野原町福田原）

野 本 紗
さ

彩
あや

ちゃん

父 正直さん　　母 有美さん
（坂本町）

井 上 結
ゆい

菜
な

ちゃん

父 崇さん　　母 万紀子さん
（柞田町）

 
 

木 下 千
ち

寛
ひろ

ちゃん

父 英之さん　　母 章恵さん
（本大町）

壽 﨑 遥
はる

大
た

ちゃん

父 良兵さん　　母 綾さん
（出作町）

満１歳の子どもを募集
　１１月１日から１１月３０日まで２月生ま
れの子どもを募集します。ただし、応
募多数の場合は先着順になります。

平成２２年１１月生まれ

い
つ
ま
で
も
現
役
久
保
茂
治
郎
さ
ん（
大
野
原
町
大
野
原
）

　
　
　
　今
も
続
け
る
畳
の
張
り
替
え

　畳
の
張
り
替
え
の
仕
事
を
現

役
で
し
て
い
る
久
保
茂
治
郎
さ

ん
は
、
８７
歳
。
仕
事
が
あ
る
日

は
朝
５
時
台
に
起
き
て
活
動
を

始
め
ま
す
。
畳
は
一
度
張
り
替

え
た
ら
１５
年
か
ら
２０
年
は
持
ち
、

な
じ
み
の
お
客
さ
ん
が
茂
治
郎

さ
ん
を
信
頼
し
て
再
び
仕
事
を

依
頼
し
て
く
れ
ま
す
。
以
前
に

自
分
が
作
業
を
し
た
畳
は
、
見

る
と
す
ぐ
に
分
か
る
そ
う
。
畳

の
状
態
を
確
認
し
て
、
ど
の
よ

う
に
張
り
替
え
作
業
を
進
め
る

か
を
し
っ
か
り
考
え
る
こ
と
も

大
切
と
、
仕
事
へ
の
プ
ラ
イ
ド

は
ま
さ
に
職
人
で
す
。

　車
を
運
転
し
て
、
２
日
に
一

度
は
必
ず
入
院
中
の
奥
さ
ん
に

会
い
に
行
き
ま
す
。
お
互
い
顔

を
見
る
と
ほ
っ
と
す
る
よ
う
で
、

奥
さ
ん
の
喜
ぶ
顔
を
見
る
の
が

楽
し
み
で
す
。

　丈
夫
な
体
は
、
若
い
時
の
農

作
業
で
作
ら
れ
た
そ
う
。
食
事

は
、
好
き
嫌
い
な
く
何
で
も
食

べ
ま
す
。
健
康
維
持
の
た
め
に

週
に
４
、
５
日
は
大
野
原
い
き

い
き
セ
ン
タ
ー
に
出
か
け
、
健

康
器
具
で
腰
を
中
心
に
ケ
ア
を

し
て
い
ま
す
。
交
流
の
輪
が
広

が
り
、
友
人
に
会
う
の
が
楽
し

み
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
６０
年
以
上
の
付
き
合

い
に
な
る
戦
友
が
財
田
町
に
い

て
、
今
も
互
い
の
家
を
行
き
来

し
て
い
ま
す
。
当
時
の
話
を
す

る
こ
と
は
減
り
ま
し
た
が
、
共

に
支
え
合
い
強
い
き
ず
な
で
結

ば
れ
た
友
人
が
い
る
こ
と
も
、

茂
治
郎
さ
ん
の
元
気
の
秘
け
つ

の
よ
う
で
す
。

　健
康
で
元
気
な
お
年
寄
り
を
紹
介

し
て
く
だ
さ
い
。

　秘
書
課

　
　
　☎

２３

−

３
９
１
５
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ダイコンの煮物が苦手な
子どもにも好評

カリポリサラダ

　　　（４人分）

ダイコン１４０ｇ、ニンジン３０ｇ、

キュウリ３０ｇ、塩小さじ１／２（下処理用）

調味料（酢大さじ１、三温糖大さじ１、みり

ん大さじ１、塩１ｇ）

❶ダイコン、ニンジン、キュウリは、鉛筆ほ

どの太さの拍子切り、または７～８ミリの

いちょう切りにして、塩をふってしんなり

させる。

❷調味料を混ぜ合わせ、①の野菜を漬け込ん

で味をしみこませる。

※ダイコンが旬の季節にはダイコンを多くするな

ど、材料を加減して作ってください。

材　料

作り方

よくかんで食べていますか？
　　１１月８日は、「い・い・歯」の日

よくかむと・・・こんな良いことがあります。

○たくさんのだえきが出て、食べ物の消化を助けた

り、歯を丈夫にしたりする。

○脳に酸素や栄養素が届きやすくなる。

○食べ物の情報がきちんと脳に伝わり、満腹感につ

ながり、肥満の予防になる。

○歯並びがよくなって、歯周病や虫歯予防になる。

　食べ物を口に入れたら、３０回以上かむことが健康

によいといわれています。あまりかむ習慣がない人

は、いつもより５回多くかんでみることから始めて

みませんか。

献立

★麦ごはん

★牛乳

★カリポリサラダ

★ダイコン葉のふりかけ

★開きアジのから揚げ　

★マーボー豆腐

み
ん
な
の
輪

　
　
夢
み
る
お
と
ｍ
ｅ
（
ゆ
め
み
る
お
と
め
）

「
こ
こ
に
来
た
ら
み
ん
な
に
会

え
る
き
ん
来
た
で
」

「
元
気
そ
う
や
な
あ
」

　明
る
い
声
と
と
も
に
次
々
に

入
っ
て
く
る
の
は
、
地
域
の
高

齢
者
の
皆
さ
ん
。
こ
の
日
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
「
若
竹
サ

ロ
ン
」
の
日
で
、
心
待
ち
に
し

て
い
た
人
た
ち
が
自
治
会
館
に

集
ま
り
ま
す
。

　サ
ロ
ン
を
計
画
し
た
の
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
夢

み
る
お
と
ｍ
ｅ
」。
地
域
の
人

間
関
係
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る

中
で
何
か
で
き
な
い
か
と
考
え
、

同
じ
思
い
を
抱
く
仲
間
が
集
ま

り
、
平
成
１９
年
に
結
成
し
ま
し

た
。
地
域
を
活
性
化
さ
せ
た
い
、

人
に
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
と

い
う
思
い
か
ら
始
め
た
の
が
、

年
に
一
度
の
若
竹
サ
ロ
ン
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
メ
ン
バ
ー
の
そ

れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
を
生
か
し
、

サ
ロ
ン
の
計
画
を
立
て
ま
す
。

見
た
目
に
も
楽
し
め
る
手
作
り

の
昼
食
や
懐
か
し
い
歌
。
ま
た
、

手
書
き
の
書
や
季
節
の
花
な
ど

で
み
ん
な
の
心
を
和
ま
せ
ま
す
。

　現
在
は
計
画
段
階
で
す
が
、

若
竹
サ
ロ
ン
以
外
に
も
人
が
集

い
楽
し
め
る
場
を
作
ろ
う
と
、

ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ
て
い
ま

す
。
活
動
し
て
い
る
自
分
た
ち

自
身
も
楽
し
み
、
長
く
続
け
ら

れ
る
よ
う
に
。
そ
ん
な
思
い
で

「
夢
み
る
お
と
ｍ
ｅ
」
は
活
動

し
て
い
ま
す
。

食育コーナー 学校給食課　☎５７－６６６０

▲たくさんの人に楽しんでもらおうと計画した若竹サロン
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　企
画
課

　☎
２３

−

３
９
１
７

　市
で
は
、
平
成
２２
年
度
に
「
観

音
寺
市
第
２
次
行
政
改
革
大
綱
」

「
観
音
寺
市
第
２
次
集
中
改
革

プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
行
政
改

革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　こ
の
た
び
、
平
成
２２
年
度
の

取
組
内
容
を
ま
と
め
た
第
２
次

集
中
改
革
プ
ラ
ン
実
績
報
告
書

を
作
成
し
ま
し
た
。
平
成
２２
年

度
の
取
組
効
果
額
は
、
目
標
額

１
億
４
、
５
６
９
万
円
に
対
し

て
、
実
績
額
は
１
億
６
、
９
７

４
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
項
目
ご

と
の
取
組
実
績
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　市
民
課
市
民
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
２
４

　年
末
調
整
や
確
定
申
告
で
、

国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険

料
控
除
と
し
て
申
告
す
る
場
合
、

一
年
間
に
納
付
し
た
額
を
証
明

す
る
書
類
の
添
付
や
提
示
が
義

務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　一
年
間
に
納
付
し
た
国
民
年

金
保
険
料
の
額
を
証
明
す
る
￢
社

会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」（
ハ
ガ
キ
）
が
日

本
年
金
機
構
か
ら
１１
月
上
旬
に

送
付
さ
れ
ま
す
。
こ
の
証
明
書

ま
た
は
領
収
証
書
が
必
要
に
な

り
ま
す
の
で
、
申
告
時
ま
で
大

切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　１０
月
１
日
か
ら
１２
月
３１
日
ま

で
の
間
に
初
め
て
保
険
料
を
納

付
し
た
人
は
、
翌
年
２
月
上
旬

に
証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０

−

０
７
０

−

１
１
７

１１
月
１
日
（
火
）
～

　平
成
２４
年
３
月
１５
日
（
木
）

　市
民
課
市
民
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
２
４

　老
齢
年
金
や
退
職
年
金
は
、

雑
所
得
と
し
て
所
得
税
の
課
税

対
象
に
な
り
ま
す
。
課
税
対
象

に
な
る
受
給
者
の
人
に
は
、
１１

月
上
旬
ま
で
に
日
本
年
金
機
構

か
ら
扶
養
親
族
等
申
告
書
が
送

付
さ
れ
ま
す
。
１２
月
１
日
の
提

出
期
限
ま
で
に
必
ず
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　こ
の
申
告
に
よ
り
、
翌
年
中

に
受
け
ら
れ
る
年
金
に
か
か
る

所
得
税
の
源
泉
徴
収
税
額
が
決

ま
り
ま
す
。
提
出
を
忘
れ
た
場

合
は
各
種
控
除
が
受
け
ら
れ
ず
、

所
得
税
の
源
泉
徴
収
税
額
が
多

く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

日
本
年
金
機
構
善
通
寺
年
金

事
務
所
お
客
様
相
談
室

☎
０
８
７
７

−

６
２

−

１
６
６
０

い
い
日
、
い
い
日
、
毎
日
、

　あ
っ
た
か
介
護
あ
り
が
と
う

　介
護
に
つ
い
て
の
理
解
と
認

識
を
深
め
、
地
域
社
会
に
お
け

る
支
え
合
い
や
交
流
を
促
進
す

る
た
め
、
１１
月
１１
日
を
「
介
護

の
日
」
と
し
て
い
ま
す
。

　介
護
に
従
事
す
る
人
や
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
人
と

そ
の
家
族
な
ど
を
支
援
す
る
た

め
、
介
護
に
つ
い
て
の
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。
気
軽
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

１１
月
１１
日
（
金
）

午
前
９
時
～
午
後
３
時

高
齢
介
護
課
（
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー
１
階
）

高
齢
介
護
課
介
護
保
険
係

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
８

観
音
寺
市
第
２
次
集
中
改
革

　
　
　
プ
ラ
ン
の
取
組
実
績

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
の
発
行

年
金
受
給
者
の
皆
さ
ん
へ

「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」は

 　
　

期
限
ま
で
に
提
出
を

１１
月
１１
日
は「
介
護
の
日
」
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旧
年
中
は
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
元
旦

○
○ 

○
○

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

賀
正

平
成
二
十
四
年
元
旦

○
○
○
○

2012

年賀

○
○
県
○
○
市
○
○
町
○
○
番
地

○
○
マ
ン
シ
ョ
ン 

○
○
号

○
○ 

○
○
様

○
○
県
○
○
市
○
○
町

○
○
番
地○

○ 

○
○

三 豊 印 刷株式会社
〒768-0040　香川県観音寺市柞田町甲37-1
☎（0875）25ー3274㈹　（0875）25ー3448☎（0875）25ー3274㈹　（0875）25ー3448

年
賀
状
の

ご
注
文
承
り
ま
す
。

年
賀
状
の

ご
注
文
承
り
ま
す
。

宛名印刷も
できます
データで受付します。

※一部取扱いのできな
い

データもあります。
ご相談ください

データで受付します。
※一部取扱いのできな

い
データもあります。
ご相談ください

宛名印刷も
できます

市
総
合
運
動
公
園
→

観
音
寺
市
内
←

三
豊
マ
ツ
ダ

国
道
11
号
線

西
部
養
護
学
校

三豊印刷

高
松
自
動
車
道

黄色い看板が目印です

が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に

樹
齢
２
０
０
年
に
近
い
木
は「
三

色
も
み
じ
」
と
し
て
有
名
で
す
。

　琴
の
優
雅
な
音
色
と
と
も
に
、

里
山
の
風
情
を
堪
能
し
て
く
だ

さ
い
。

１１
月
２０
日
（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時

法
泉
寺
境
内

琴
の
調
べ
（
午
前
１１
時
～
正

午
、
午
後
１
時
３０
分
～
午
後

２
時
３０
分
）、
野
だ
て
茶
会
、

地
元
農
産
物
の
即
売
、
木
工

製
品
の
販
売
、
バ
ザ
ー
な
ど

　食
を
通
じ
て
の
異
文
化
交
流

に
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

１１
月
２０
日
（
日
）
午
前
１０
時
か
ら

豊
浜
福
祉
会
館

カ
ン
ボ
ジ
ア
、
中
国
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
、
モ
ン
ゴ
ル
、
ベ

ト
ナ
ム
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ア

メ
リ
カ
、
日
本
な
ど
の
料
理

エ
プ
ロ
ン

１
、
０
０
０
円
（
当
日
集
金
）

観
音
寺
市
国
際
交
流
協
会

　秘
書
課
広
聴
広
報
係

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
１
５

読
書
で
広
が
る
人
の
わ
、

　
　
　
　
　街
の
わ
、
心
の
わ

　本
に
触
れ
、
本
に
親
し
み
、

本
が
好
き
に
な
る
。
そ
ん
な
２

日
間
を
一
緒
に
過
ご
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

１１
月
２６
日
（
土
）
午
前
９
時
～

午
後
３
時
３０
分
、
１１
月
２７
日

（
日
）
午
後
１
時
～
午
後
４
時

中
央
図
書
館
多
目
的
ホ
ー
ル
、

会
議
室

キ
ッ
ズ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
お
は
な
し
会
、
親
子
で

絵
本
作
り
、
し
お
り
・
キ
ー

ホ
ル
ダ
ー
作
り
、
絵
本
の
持

ち
帰
り
、
読
書
活
動
の
パ
ネ

ル
展
、
読
書
感
想
文
発
表
会
、

超
大
型
絵
本
読
み
聞
か
せ
会
、

合
唱
＆
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

子
ど
も
読
書
の
街
づ
く
り
事

業
推
進
委
員
会

学
校
教
育
課

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
３
８

　学
校
教
育
課

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
３
８

　子
ど
も
た
ち
の
力
作
が
勢
ぞ

ろ
い
し
ま
す
。

１２
月
３
日
（
土
）、
４
日
（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

中
央
図
書
館
２
階
多
目
的
ホ

ー
ル

小
学
校
（
書
写
、
図
画
工
作
、

家
庭
科
）、
中
学
校
（
書
写
、

美
術
、
技
術
・
家
庭
科
）

　１１
月
１３
日
（
日
）

「
花
子
の
日
記
」
（
５
０
０
円
）

　
　午
前
１０
時
３０
分
上
映
開
始

優
秀
企
画
映
像
作
品
３
本
（
無
料
）

「
ジ
ュ
リ
ー
の
海
＆
空
」

　
　
　
　午
後
１
時
上
映
開
始

「
さ
ぬ
き
巡
礼
ツ
ア
ー
」

　
　
　
　午
後
２
時
上
映
開
始

「
波
の
か
け
ら 

月
あ
か
り
」

　
　
　
　午
後
３
時
上
映
開
始

　市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

　市
民
会
館
☎
２３

−

３
９
３
９

　商
工
観
光
課

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
３
３

　大
野
原
町
田
野
々
の
法
泉
寺

境
内
に
は
、
約
２０
本
の
モ
ミ
ジ

お
国
自
慢
料
理
大
会

観
音
寺
子
ど
も
読
書

　
　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

小
・
中
学
校

　
教
育
文
化
祭
展
覧
会

さ
ぬ
き
映
画
祭
２
０
１
１

第
１４
回
も
み
じ
祭
り



　子どもから大人までが楽しめる、手作りでアットホー

ムな音楽祭です。皆さんの来場を心待ちにしています。

　１１月２０日（日）１２時開場、１２時３０分開演

　市民会館大ホール　　無料

出演団体（順不同）観音寺南小学校合唱クラブ／常磐小
学校合唱クラブ／柞田小学校合唱部／観音寺中学校吹奏
楽部／中部中学校吹奏楽部／中部中学校合唱団／三豊中
学校吹奏楽部／観音寺第一高等学校吹奏楽部／観音寺中
央高等学校吹奏楽部／吹奏楽団ＷＥＳＴ／混声合唱団フ
ロイデ／豊浜さわやかコーラス／コール花の輪・みとよ
／混声合唱団グリーンエコー大野原／いきいきコーラス 
アルビレオ／香川音楽連盟／愛和保育園

　子犬や子猫がうまれても飼うことができ

ず、公園や山などに捨てる人がいます。し

かし、自然の中での生存率はかなり低く、

保健所に引き取られ処分される犬や猫も多

くいます。ペットとして動物を大切にす

る人がいる一方、動物が苦手な人や野良

犬、野良猫などに迷惑している人もいます。

安易に野良犬をかわいがる

ことは他の人への迷惑につ

ながる場合もありますので、

動物との付き合い方につい

てもう一度考えてみてくだ

さい。

　　　　　　 生活環境課　☎２５－２６９８

第７回　観音寺市民音楽祭動物の命　みんなで考えよう

パ
ソ
コ
ン
の
文
字
入
力
や
マ

ウ
ス
操
作
が
で
き
る
人
（
万

歩
計
記
録
表
講
座
は
エ
ク
セ

ル
操
作
が
で
き
る
人
）

各
講
座
先
着
２０
人

（
２
講
座
受
講
可
）

各
講
座
テ
キ
ス
ト
代
２
０
０
円

（
当
日
受
け
付
け
時
に
集
金
）

１１
月
２１
日
（
月
）
ま
で

　生
涯
学
習
課

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
３

１１
月
６
日
（
日
）

高
室
小
学
校

１１
月
１３
日
（
日
）

観
音
寺
中
学
校
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種　類 平成２２年 平成２３年 増　減

可燃ごみ 923.38 984.68 61.30

新　　聞 29.35 29.66 0.31

雑誌・ざつ紙 29.37 27.74 △ 1.63

段ボール 23.06 21.55 △ 1.51

（単位：トン）ごみの収集状況（９月）

　市
民
課
市
民
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
２
４

国
民
年
金
基
金
と
は

　自
営
業
や
フ
リ
ー
で
働
く
国

民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
が
、

国
民
年
金
の
「
上
乗
せ
」
年
金

と
し
て
加
入
で
き
る
公
的
な
年

金
制
度
で
す
。
老
齢
基
礎
年
金

に
上
積
み
し
て
、
よ
り
豊
か
な

年
金
を
保
障
す
る
も
の
で
、
将

来
設
計
に
合
わ
せ
て
年
金
を
積

み
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

加
入
で
き
る
人

　２０
歳
以
上
６０
歳
未
満
の
国
民

年
金
第
１
号
被
保
険
者
で
、
保

険
料
を
納
め
て
い
る
人

国
民
年
金
の
保
険
料
免
除
者

や
農
業
者
年
金
加
入
者
、
付

加
年
金
加
入
者
は
対
象
外

５
つ
の
メ
リ
ッ
ト

○

税
制
面
で
優
遇

　国
民
年
金
基
金
の
掛
け
金
は

す
べ
て
社
会
保
険
料
と
し
て
所

得
か
ら
控
除
さ
れ
、
受
け
取
る

年
金
に
も
公
的
年
金
等
控
除
が

適
用
さ
れ
ま
す
。

○

掛
け
金
が
お
得

　年
金
の
受
け
取
り
額
が
同
額

の
場
合
、
月
々
の
掛
け
金
は
一

般
の
個
人
年
金
に
比
べ
て
安
く

な
っ
て
い
ま
す
。

○

何
口
か
ら
で
も
加
入
で
き
て
、

　増
減
も
自
由

　月
の
掛
け
金
の
上
限
で
あ
る

６
万
８
千
円
の
範
囲
内
な
ら
何

口
か
ら
で
も
自
由
に
加
入
で
き
、

加
入
後
も
増
減
可
能
で
す
。
た

だ
し
、
個
人
型
確
定
拠
出
年
金

に
加
入
し
て
い
る
場
合
は
、
そ

の
掛
け
金
と
合
わ
せ
て
６
万
８

千
円
が
上
限
に
な
り
ま
す
。

○

い
ろ
い
ろ
な
タ
イ
プ
か
ら
、

自
分
に
合
っ
た
年
金
設
計
が

選
べ
る

○

公
的
年
金
だ
か
ら
安
心

　国
民
年
金
基
金
か
ら
受
け
る

老
齢
年
金
は
、
国
民
年
金
と
と

も
に
￢
国
民
年
金
法
」
で
定
め

ら
れ
た
公
的
年
金
で
す
。

　香
川
県
国
民
年
金
基
金

　☎
０
１
２
０

−

６
５

−

４
１
９
２

家
計
簿
・
万
歩
計
記
録
表
講
座

１１
月
２９
日
（
火
）
家
計
簿
＝
午

前
１０
時
３０
分
～
／
万
歩
計
記

録
表
＝
午
後
１
時
３０
分
～

中
央
図
書
館
２
階
会
議
室

国
民
年
金
基
金
に

　
　
加
入
し
ま
せ
ん
か

ｅ

−

と
ぴ
あ
・
か
が
わ

出
張
体
験
パ
ソ
コ
ン
講
座

資
源
回
収
予
定

〇野良犬や野良猫に餌をやらない

〇餌を与えたら責任を持って飼う

〇避妊手術をする　など



　大
腸
が
ん
は
男
女
と
も
４０
歳

代
か
ら
か
か
り
や
す
く
な
り
ま

す
。
年
に
１
回
、
大
腸
が
ん
検

診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

平
成
２３
年
度
中
に
満
４０
歳
以

上
に
な
る
人

申
し
込
み
が
ま
だ
の
人
で
、

検
診
を
希
望
す
る
場
合
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
４

　イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
時

期
に
備
え
て
、
１０
月
か
ら
予
防

接
種
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　１０
月
１
日
現
在
で
６５
歳
以
上

の
人
に
は
、
９
月
末
に
予
診
票

等
書
類
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

１０
月
、
１１
月
に
６５
歳
を
迎
え
る

人
は
、
６５
歳
に
な
っ
て
か
ら
随

時
、
郵
送
予
定
で
す
。

　平
成
２４
年
３
月
３１
日
（
土
）
ま
で

満
６５
歳
以
上
（
昭
和
２１
年
１１

月
３０
日
以
前
生
ま
れ
）
の
人

１
、
０
０
０
円

市
民
税
非
課
税
世
帯
と
生
活

保
護
世
帯
の
人
は
自
己
負
担

金
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
必
ず

接
種
前
に
、
市
民
税
非
課
税

世
帯
の
人
は
納
税
課
（
本
庁

舎
内
）
　　へ
、
生
活
保
護
世
帯

の
人
は
保
健
セ
ン
タ
ー
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
印

鑑
と
身
分
証
明
書
が
必
要
で

す
。
各
支
所
で
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
４

　７５
歳
以
上
の
人
で
、
今
ま
で

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し

た
こ
と
が
な
い
人
と
、
前
回
の

接
種
か
ら
５
年
以
上
経
過
し
て

い
る
人
を
対
象
に
、
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
の
公
費
助

成
を
し
て
い
ま
す
。

　主
治
医
と
相
談
し
て
、
印
鑑

を
持
参
の
上
、
保
健
セ
ン
タ
ー

ま
た
は
各
支
所
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　４
、
５
０
０
円

　保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
４

粟
井
地
区
歴
史
散
策
コ
ー
ス

　自
然
と
歴
史
を
楽
し
み
な
が

ら
健
康
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

１１
月
１
日
（
火
）
午
前
９
時
集

合
～
午
前
１１
時
３０
分

粟
井
公
民
館
集
合

無
料

粟
井
公
民
館
か
ら
藤
目
遺
跡
、

土
佛
観
音
院
を
巡
り
、
於
神

社
、
徳
賢
寺
を
通
っ
て
公
民

館
に
戻
る
約
３
キ
ロ
コ
ー
ス

飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
帽
子
、

「
ふ
る
里
探
検
隊
」
の
冊
子

（
持
っ
て
い
な
い
人
は
当
日

渡
し
ま
す
）

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
４

１１
月
２４
日
（
木
）

午
後
１
時
３０
分
～
午
後
３
時

保
健
セ
ン
タ
ー

歯
周
病
予
防
の
話
、
正
し
い

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
の
方
法
な
ど

平
成
２３
年
度
歯
周
疾
患
検
診

で
要
指
導
ま
た
は
要
精
検
と

判
定
さ
れ
た
人

歯
周
疾
患
検
診
結
果
の
お
知

ら
せ
（
緑
色
の
紙
）

　保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
４

１１
月
２０
日
（
日
）

午
前
９
時
～
正
午

午
後
１
時
～
午
後
４
時

豊
田
公
民
館

豊
田
地
区
献
血
推
進
協
議
会

４
０
０
㍉
㍑
献
血
の
お
願
い

　安
全
な
輸
血
を
行
う
た
め
、

４
０
０
㍉
㍑
献
血
に
協
力
し
て

く
だ
さ
い
。

１１
月
６
日
（
日
）

正
午
～
午
後
４
時

善
通
寺
市
子
ど
も
・
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー

フ
リ
ー
ト
ー
ク
、
マ
タ
ニ
テ

ィ
ヨ
ー
ガ
、
沐も
く

浴
・
妊
婦
体

験
、
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
、

相
談
コ
ー
ナ
ー
、
骨
盤
ケ
ア
、

子
育
て
中
の
防
災
グ
ッ
ズ
展

な
ど

無
料

い
い
お
産
の
日
実
行
委
員
会

☎
０
８
７
７

−

９
８

−

４
５
６
０

（
平
日
午
前
１０
時
～
午
後
６
時
）
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大
腸
が
ん
検
診
（
集
団
検
診
）

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
　
　
　
　
　
予
防
接
種

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

　
　
　
　
の
接
種
費
用
助
成

献
血
に
協
力
し
て
く
だ
さ
い

第
１５
回
い
い
お
産
の
日

健
康
づ
く
り　
ふ
る
さ
と

　
　
探
検
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

歯
ッ
ス
ル
教
室

月　　日 受 付 時 間 場　　所

１１月２４日（木） ９：００～１１：００ 保健センター

　　２５日（金）
９：００～ ９：３０ 観音寺西公民館

１０：００～１１：００ 高室公民館

　　２８日（月） ７：３０～１０：００ 保健センター

　　２９日（火）

９：００～１０：３０ 柞田公民館

１１：００～１１：３０ 木之郷公民館

１３：００～１４：３０ 伊吹公民館

　　３０日（水） ９：００～１１：００ 保健センター

１２月１日（木）
９：００～１０：００ 豊田公民館

１０：３０～１１：００ 粟井公民館

　　２日（金）
９：００～１０：００ 常磐公民館

１０：３０～１１：３０ 一ノ谷公民館

　　５日（月） ９：００～１１：００ 保健センター

大腸がん検診（集団検診）日程
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、
い
な
が
信
自
ど
け
い
た
き
働

な
ら
か
分
か
る
い
て
い
向
が
何

し
を
習
練
接
面
に
前
募
応
、
い

ど
な
路
進
や
職
就
、
ど
な
い
た

ま
い
て
し
援
支
を
者
若
む
悩
に

。
い
さ
だ
く
て
し
談
相
に
軽
気
。
す

　
　
　
　
　
　

町
浜
市
亀
丸

１０

－

ン
コ
ソ
パ
１

７
７
８
０
☎

－

８
５

－

０
８
０
１

③
防
予
ボ
タ
メ

１１
月
１１

）
金
（
日

３０
分指

方
き
磨
の
歯
／
防
予
ボ
タ

）
料
無
（
検
点
の
内
腔
口
や
導１１

月
２５

）
金
（
日

前
午

１０

円
０
０
６
費
実

室
教
病
臓
腎

本
基
の
食
病
臓
腎
／
査
検
の
臓
腎

　１１
月
１７

）
木
（
日

　

時
３
後
午

３０
室
教
病
尿
糖
間
夜

な
し
明
失
「
症
膜
網
性
病
尿
糖

　野

１１
月
１０

）
木
（
日

３０
分

員
定

２０
人

円
０
０
６
費
実

要
必
が
約
予
も
と
室
教
各

　

健
団
業
企
院
病
合
総
豊
三

　
　
　
　

☎
５２

－

６
２
７
２

１１
月
２７

）
日
（
日時

８
前
午

３０

け
付
け
受
ら
か
分

館
育
体
校
学
小
田
豊

上
以
生
学
小
の
住
在
内
市５０

人ど
な

料
無１１

月
１８

で
ま
）
金
（
日

　

　
　
　
　

☎
２３

－

１
４
９
３

１２

）
日
（
日
４
月

時
８
前
午

１０

け
付
け
受
ら
か
分

館
育
体
合
総
立
市

勤
に
内
市
は
た
ま
住
在
内
市

人
る
す
務

部
の
子
女

）
可
不
複
重
と
部
の
合
混
女
男
（

　

４５

満
未
歳

　

４５

上
以
歳

）
で
ま
人
２
性
男
（
部
の
合
混
女
男

）
む
含
料
険
保
（
人
／
円
０
０
３１１

月
２４

で
ま
）
木
（
日

　

　
　
　
　

☎
２３

－
１
４
９
３

１２

、）
木
（
日
８
、）
木
（
日
１
月

１５

、）
木
（
日

２２

）
木
（
日

３０
分

館
育
体
校
学
小
浜
豊

）
可
も
者
験
経
（
者
心
初

ど
な
物
み
飲

料
無１１

月
２８

で
ま
）
月
（
日

会
協
育
体
市
寺
音
観

　

室
分
浜
豊
会
員
委
育
教

　
　
　
　

☎
５２

－

３
０
２
１

徒
生
校
学
科
工
等
高

成
平

２４

月
１
年

１４

）
土
（
日

）
含
込
見
（
卒
学
中

１７

満
未
歳

１１
　
成
平

２４

）
金
（
日
６
月
１
年

　

所
務
事
域
地
寺
音
観
隊
衛
自

　
　
　
　

☎
２５

－

２
２
１
６

１０

、
日
祝
、
日
曜
日
（
時
６
後
午

）
み
休
は
始
年
末
年
、
盆
お１５

３９

護
保
や
人
本
の
歳

ど
な
者

ナ
ミ
セ
、
グ
ン
リ
セ
ン
ウ
カ

職
、
し
直
び
学
、
ン
コ
ソ
パ

見
場
職
、）
ど
な
断
診
性
適
業

受
を
援
支
、
し
だ
た
（
料
無

登
の
へ
テ
ス
ポ
サ
は
に
る
け

）
要
必
が
録

、
も
で
館
民
公
央
中
市
寺
音
観

い
て
し
を
会
談
相
度
一
に
月

報
広
、
は
ど
な
時
日
。
す
ま

で
」
れ
こ
れ
あ
談
相
「
の
紙

。
い
さ
だ
く
て
し
認
確

室
教
康
健
院
病
合
総
豊
三

集
募
者
加
参

　

り
く
づ
康
健

集
募
者
加
参

ト
フ
ソ
季
冬
り
く
づ
康
健　

　

集
募
者
加
参

室
教
ス
ニ
テ
ド
ン
ウ
バ
者
心
初

　
　
　

験
試
用
採
官
衛
自

験
試
次
一

ス ポ ー ツ 行 事

月 日 行　　　　事

１１／１２
第２回香川ルーキーズカップ
（ミニバスケットボール）
８：００～／県立三豊体育館

１３

第１２回観音寺市長杯グラウンド・
　　　　　　　　　ゴルフ交歓大会
９：００～／総合運動公園

香川県高校新人大会（新体操）
８：３０～／市立総合体育館

第３０回三観広域ソフトボール大会
９：００～／総合運動公園

１３・２０・
２７・
１２／４

平成２３年度体協旗争奪秋季
　　　　　　　　　　軟式野球大会
９：００～／総合運動公園ほか１会場

２０
第２回ＷＥＳＴカップ
　　　　　　　　バレーボール大会
８：３０～／ 市立総合体育館ほか２会場

２３
第２３回Ｊｒ．ソフトバレーボール
　　　　　　　　　　　香川県大会
８：３０～／ 市立総合体育館ほか１会場

２７ 香川県ペタンク第１６回西讃地区大会
８：３０～／総合運動公園

１２／１０ 三観地区中学校新人駅伝大会
９：００～／総合運動公園
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　香
川
県
福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営

適
正
化
委
員
会
で
は
「
サ
ー
ビ

ス
の
内
容
が
契
約
と
違
う
」「
職

員
の
言
葉
に
傷
つ
い
た
、
き
ち

ん
と
ケ
ア
を
し
て
く
れ
な
い
」

な
ど
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
て
い
て
困
っ
た
こ
と
や
悩
み

な
ど
の
相
談
を
受
け
、
解
決
に

当
た
り
ま
す
。

相
談
内
容
は
？
児
童
や
障
が
い

者
、
高
齢
者
な
ど
に
対
し
て
、

在
宅
や
施
設
で
の
サ
ー
ビ
ス

に
関
す
る
苦
情
相
談

誰
で
も
相
談
で
き
る
？
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
利
用
者
や
家
族
、

代
理
人
、
民
生
児
童
委
員
や

関
係
職
員
が
本
人
に
代
わ
っ

て
相
談
で
き
ま
す
。
ま
た
、

匿
名
で
も
相
談
で
き
ま
す
。

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
か
？
費
用

は
？
本
委
員
会
は
社
会
福
祉
法

に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
公

正
・
中
立
な
第
三
者
機
関
で

す
。
秘
密
は
守
ら
れ
、
費
用

は
無
料
で
す
。

相
談
後
の
対
応
は
？
相
談
者
の

許
可
を
得
て
詳
し
く
状
況
を

調
べ
て
、
助
言
や
事
業
者
へ

改
善
の
申
し
入
れ
を
し
ま
す
。

虐
待
や
重
大
な
法
令
違
反
行

為
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場

合
は
、
県
知
事
に
速
や
か
に

通
知
し
ま
す
。

　香
川
県
福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営

適
正
化
委
員
会

　☎
０
８
７

−

８
６
１

−

１
３
０
０

１１
月
９
日
（
水
）
午
後
１
時
３０

分
～
午
後
３
時
３０
分

三
豊
合
同
庁
舎
１
階
会
議
室

医
療
面
か
ら
ひ
き
こ
も
り
を

考
え
る
／
グ
ル
ー
プ
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ

し
お
か
ぜ
病
院
精
神
科
医
師

子
ど
も
が
１５
歳
以
上
の
、
ひ

き
こ
も
り
で
悩
ん
で
い
る
家

族
な
ど

初
め
て
参
加
す
る
人
は
、
事

前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　西
讃
保
健
福
祉
事
務
所
保

健
対
策
課
☎
２５

−

２
０
５
２

１１
月
１６
日
（
水
）
～
１８
日
（
金
）

午
後
１
時
～
午
後
４
時

１１
月
１５
日
（
火
）
ま
で
に
要
予
約

香
川
県
西
讃
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
相
談
室

新
規
に
就
農
を
予
定
し
て
い

る
人
、
就
農
５
年
以
内
の
人

　香
川
県
西
讃
農
業
改
良
普

及
セ
ン
タ
ー
☎
６２

−

３
０
７
５

　１１
月
１１
日
～
１７
日
の
「
税
を

考
え
る
週
間
」
に
合
わ
せ
、
無

料
税
務
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

１１
月
１７
日
（
木
）

午
前
１０
時
～
午
後
４
時

働
く
婦
人
の
家

四
国
税
理
士
会
観
音
寺
支
部

　
　
　
　☎

５６

−

０
７
６
５

１１
月
２４
日
（
木
）
午
前
１０
時
～

正
午
、
午
後
２
時
～
午
後
４
時

市
民
会
館
中
ホ
ー
ル

年
末
調
整
関
係
書
類

観
音
寺
税
務
署
法
人
課
税
第

１
部
門

　☎
２５

−

２
１
９
１

１２
月
１４
日
（
水
）

午
前
１０
時
～
午
前
１１
時
３０
分

午
後
１
時
３０
分
～
午
後
３
時

観
音
寺
税
務
署
会
議
室

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
利

用
し
て
、
自
宅
か
ら
電
子
申

告
を
す
る
手
順
（
住
基
カ
ー

ド
（
電
子
証
明
書
）
持
参
の

人
は
初
期
登
録
を
サ
ポ
ー
ト
）

１１
月
３０
日
（
水
）
ま
で

　観
音
寺
税
務
署
個
人
課
税

第
１
部
門
☎
２５

−

２
１
９
３

　第
１４
旅
団
創
隊
５
周
年
お
よ

び
善
通
寺
駐
屯
地
開
設
６１
周
年

記
念
行
事
を
開
催
し
ま
す
。

１１
月
６
日
（
日
）

午
前
１０
時
～
午
後
２
時

陸
上
自
衛
隊
善
通
寺
駐
屯
地

観
閲
式
、
音
楽
演
奏
、
装
備

品
展
示
、
災
害
派
遣
等
活
動

写
真
展

本
年
度
は
、
訓
練
展
示
（
オ

ー
ト
バ
イ
ド
リ
ル
、
空
挺
降

下
、
模
擬
戦
闘
訓
練
）
と
戦

車
の
体
験
乗
車
は
実
施
し
ま

せ
ん
。

陸
上
自
衛
隊
第
１４
旅
団
広
報
班

☎
０
８
７
７

−

６
２

−

２
３
１
１

　小
・
中
・
高
等
部
の
児
童
生

徒
が
日
ご
ろ
の
学
習
の
成
果
を

発
表
し
ま
す
。

　作
品
展
も
あ
り
ま
す
。

１２
月
３
日
（
土
）

午
前
９
時
３０
分
か
ら

県
立
香
川
西
部
養
護
学
校

　
　
　
　☎

２５

−

１
７
７
５

１２
月
１８
日
（
日
）
午
後
５
時
か
ら

琴
弾
荘
（
有
明
町
）

独
身
男
性
（
２５
歳
～
４５
歳
で
、

観
音
寺
市
在
住
で
定
職
に
就

い
て
い
る
人
、
ま
た
は
市
内

に
勤
務
し
て
い
る
人
）

独
身
女
性
（
２５
歳
～
４５
歳
で
、

地
域
は
問
い
ま
せ
ん
）

独
身
男
女
各
５０
人
程
度

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

男
性
３
、
０
０
０
円

女
性
２
、
０
０
０
円

１２
月
５
日
（
月
）
ま
で

ク
リ
ス
マ
ス
の
集
い
実
行
委

員
会

観
音
寺
商
工
会
議
所

　
　
　
　☎

２５

−

３
０
７
３

観
音
寺
市
大
豊
商
工
会

　
　
　
　☎

５４

−

２
１
５
９

観
音
寺
市
大
豊
商
工
会
豊
浜

支
所

　
　☎

５２

−

２
５
３
６

福
祉
サ
ー
ビ
ス
悩
み
相
談

ひ
き
こ
も
り
親
の
集
い

無
料
税
務
相
談

陸
上
自
衛
隊
イ
ベ
ン
ト

出
会
い
の
場
を
提
供
し
ま
す

　

  　
「
ク
リ
ス
マ
ス
の
集
い
」

県
立
香
川
西
部
養
護
学
校

「
ふ
れ
あ
い
の
日
」学
習
発
表
会

年
末
調
整
説
明
会

ｅ

−

Ｔａ
ｘ（
電
子
申
告
）

　
　
　
　
　
　

  
講
習
会

就
農
相
談
窓
口
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内
署
督
監
準
基
働
労
寺
音
観

　
　
　
　
　

☎
２５

－

８
３
１
２

　

室
画
企
部
務
総
局
働
労
川
香　

７
８
０
☎

－

１
１
８

－

６
１
９
８

支
談
相
合
総
金
賃
低
最
県
川
香

　

、
て
い
つ
に
面
働
労
と
面
営
経

り
乗
に
談
相
で
料
無
が
家
門
専

料
無
を
家
門
専
、
た
ま
。
す
ま

ル
サ
ン
コ
に
別
個
、
し
遣
派
で

２
町
番
市
松
高

－

２

－
２

階
５
館
会
所
議
会
工
商
松
高

０
８
０
☎

－
８
８
９
２

－

４
７
２
９

度
制
金
成
助
善
改
務
業

　

の
満
未
円
０
０
８
等
給
間
時

業
企
小
中
る
す
用
雇
を
者
働
労

務
業
と
金
賃
、
め
た
の
主
業
事

。
す
ま
し
援
応
が
国
を
善
改
の

　

室
金
賃
局
働
労
川
香　

７
８
０
☎

－

１
１
８

－

９
１
９
８

例
事

　

ア
の
物
着
た
い
届
に
家

　

や
時
学
入
の
へ
等
学
大
・
校
高

象
対
を
用
費
な
要
必
に
中
学
在

。
す
で
度
制
資
融
な
的
公
た
し
に

　
　
　

内
以
円
万
０
０
３

　

）
り
た
当
人
一
徒
生
・
生
学
（

　
　

・
２
年

８５

、
は
庭
家
子
母
（
％

・
２
年

４５

（）
％

１１

）
在
現
日
１
月

受
を
害
被
で
災
震
大
本
日
東

」
置
措
例
特
害
災
「
に
方
た
け

し
詳
。
す
ま
り
あ
が

問
は
く。

い
さ
だ
く
て
せ
わ
合
い

支
松
高
庫
公
融
金
策
政
本
日

業
事
活
生
民
国
店

７
８
０
☎

－

１
５
８

－

８
９
１
０

０
７
５
０
☎

－

６
５
６
８
０
０

　

が
金
賃
低
最
県
川
香

１０

５
月。

た
し
ま
れ
さ
定
改
ら
か
日

　　

室
金
賃
局
働
労
川
香　

７
８
０
☎

－

１
１
８

－
９
１
９
８

　

働
労
合
総
「
の
局
働
労
川
香

題
問
働
労
の
ら
か
主
業
事
や
者

け
受
で
料
無
を
談
相
る
す
関
に

）
要
不
約
予
（。
す
ま
い
て
け
付

図書館だよりLibrary News
休館日　　中央・大野原・豊浜図書館　　7・14・21・28日

中央図書館☎23－3960　大野原図書館☎54－5715　豊浜図書館☎52－1206

大野原図書館行事予定
★おはなし会
★古典文学講座

12日（土）　午後２時～午後３時
19日（土）　午前９時30分～午前11時30分

【相田みつを】コーナー

『女子栄養大学の毎日のおかず』

今月のおすすめ本

 
５日（土）　午後１時30分～午後２時10分
18日（金）　午後１時30分～
　小出裕章著　原発のウソ　（扶桑社新書）
26日（土）・27日（日）

★おはなし会
★つぼみ愛書会11月例会

★観音寺子ども読書フェスティバル

中央図書館行事予定

今月の人口
（１０月１日現在）

人　口

男

女

世帯数

63,539 人

30,577 人

32,962 人

23,507 世帯
ま
し
選
当
「
日
後
、
ろ
こ
と
た

者
業
、
り
あ
が
話
電
と
」
た
し

物
反
は
の
な
料
無
、
が
ろ
こ
と

と
代
て
立
仕
な
額
高
、
で
け
だ

。
た
し
ま
れ
さ
求
請
を
代
物
小

ス
イ
バ
ド
ア

　

ン
ア
、
は
者
業

」
ト
ン
ゼ
レ
プ
「
」
選
当
「
後
の

る
え
ら
も
で
料
無
も
に
か
い
と

目
が
す
ま
し
明
説
に
う
よ
の
か

小
や
求
請
の
代
て
立
仕
、
は
的

。
す
で
と
こ
る
す
売
販
を
ど
な
物

的
目
が
取
詐
報
情
人
個
、
た
ま

。
す
ま
り
あ
も
合
場
の

　

ア
い
な
で
確
明
が
的
目
査
調

、
た
ま
。
う
よ
し
ま
し
に
う
よ
い

安
、
も
て
れ
わ
言
と
」
料
無
「

う
よ
い
な
し
諾
承
を
問
訪
に
易

　

　
　
　
　
　

☎
２５

－

５
３
１
５

　

係
工
商
課
光
観
工
商

　
　
　
　
　

☎
２３

－

３
３
９
３

発行：女子栄養大学出版部
毎日の食事作りに悩んでいる人にお薦めです。

豊浜図書館行事予定
３日（祝）～５日（土）
　１人につき雑誌は３冊・付録は１個まで
12日（土）　　午後１時30分～午後２時30分
　スノードームをつくってあそぼう！
19日（土）　　午後１時30分～午後２時
　絵本「もりのおふろやさん」　ほか
９日（水）まで　（月曜日は休館）
　豊浜小・中学生の作品、豊浜中央公民館と共催
９日（水）まで　（月曜日は休館）
　「つなげる絆、つなげる心、想いを伝える手紙特集」

★リサイクル雑誌・付録の配布
　　　　　　
★工作教室

★おはなし会

★読書感想画展

★企画展示

へ
ん
さ
皆
の
主
業
事
業
企
小
中

を
決
解
ル
ブ
ラ
ト
の
場
職

　
　
　

　
　
　

も
者
働
労
も
者
用
使

心を和ませてくれる言葉がつまった詩集

額
資
融

率
利
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相談日は、都合により変更することがあります。

交通事故相談　☎２３−３９２４　　 ９日（水）・３０日（水）午前

１０時〜正午　社会福祉センターふれあい相談室　弁護

士が相談に乗る

人権相談　☎２３−３９２８　 観音寺　 １１日（金）午前１０時〜午

後３時　ふれあい文化センター／大野原　１０日（木）午前

　１０時〜午後３時 　大野原いきいきセンター／豊浜 ８

日（火）午前１０時〜午後３時　豊浜福祉会館老人談話室
年金相談　☎０８７７−６２−１６６１　　　１６日（水）午前１０時〜午

後３時　市民会館第４会議室　日本年金機構善通寺年
金事務所の相談員が相談に乗る　要予約　日本年金機
構善通寺年金事務所

家庭児童相談　☎２３−３９５７　 　土・日、祝日を除く毎日
午前８時３０分〜午後４時　社会福祉センター家庭児童
相談室

母子自立相談　☎２３−３９５７　 　土・日、祝日を除く毎日
午前８時３０分〜正午　社会福祉センター家庭児童相談室

児童相談　☎２３−３９５７　 　９日（水）午後１時３０分〜午後
５時　社会福祉センター家庭児童相談室　県の専門相
談員が相談に乗る　要予約

行政相談　☎２３−３９１５　 　１８日（金）午後１時３０分〜午後
４時　働く婦人の家

家事手続案内　☎２５−２６１９　　 土・日、祝日を除く毎日
午前９時〜午前１１時３０分、午後１時〜午後４時３０分
　高松家庭裁判所観音寺支部

法律相談　☎２５−７７７３　　 相談は先着１２人　８日（火）・
２２日（火）午前１０時〜午後３時　社会福祉センターふれ
あい相談室　弁護士が相談に乗る

心配ごと相談　大野原☎５４−５７１４ 　　１７日（木）午前１０時〜
正午　大野原いきいきセンター／豊浜☎５２−１２１２　１日

（火）・１５日（火）午前１０時〜正午　豊浜福祉会館老人娯
楽室

ふれあい福祉相談　☎２５−７７７３　 　土・日、祝日、法律
相談日を除く毎日午後１時〜午後３時　社会福祉セン
ターふれあい相談室　相談員があらゆる相談に乗る

身障相談　観音寺☎２３−３９６３　  １０日（木）・１７日（木）午前
１０時〜正午  　社会福祉センター身障者会議室／大野原
☎５４−５７００　　１０日（木）午前１０時〜正午　 大野原いきい
きセンター会議室／豊浜☎５２−１２００ 　相談員が電話で受
付、家庭へ訪問。支所などでの相談もできる

さぬき若者サポートステーション　☎０８７７−５８−１０８０　
　８日（火）午前９時３０分〜午後５時　観音寺市中央公
民館２階会議室　就職相談など　１５歳〜おおむね３９歳
の人とその家族　無料

福祉人材無料職業相談　☎２５−７７７３　　土・日、祝日を
除く毎日午前９時〜午後４時　市社会福祉協議会

少年問題相談やまびこ　☎２３−０９００　　土・日、祝日を
除く毎日午前８時３０分〜午後５時　少年育成センター

理学療法訓練日　☎２３−３９６３　　１３日（日）午前１０時〜午
後４時　大野原いきいきセンター

市長相談　☎２３−３９１５　 　随時受け付け　要予約
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３
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件

　

　　
火
災

救
急

香典返し

東條　愛子＝

阪上　耕造＝

斉藤　道和＝

大西　久善＝

高橋　　亘＝

山地　敦子＝

豊浜町姫浜

豊浜町和田浜

大野原町萩原

坂本町七丁目

柞 田 町

観音寺町

山下　利行＝

山下　　豊＝

秋山　保夫＝

大野原町萩原

豊浜町箕浦

大野原町大野原

　秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
暖
房

器
具
や
た
き
火
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
所
で
火
気
を
使
う
機
会
が

多
く
な
り
、
空
気
も
乾
燥
し
た

状
態
が
続
く
た
め
、
火
災
が
発

生
し
や
す
い
季
節
に
な
り
ま
す
。

　秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
は
、

一
人
ひ
と
り
が
火
災
予
防
の
知

識
を
持
ち
、
そ
れ
を
実
践
す
る

こ
と
で
、
火
災
の
発
生
を
防
止

し
、
死
傷
事
故
や
財
産
の
損
失

を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

平
成
２３
年
度

　全
国
統
一
防
火
標
語

消
し
た
は
ず

　

決
め
つ
け
な
い
で

　も
う
一
度

１１月の納税・納付

国民健康保険税　　　　（３期）
後期高齢者医療保険料　（５期）
介護保険料　　　　　　（３期）

納期限　１１月３０日（水）
納め忘れのないよう、便利な口座振替を
ぜひ利用してください。

９月１日～３０日（敬称略）

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　
　
　
１１
月
９
日
～
１５
日

観音寺市バレーボール協会

三味線悠絃会

一般寄付
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11

28

月
第８回（ＧⅢ）

ことひき賞争奪戦
大垣競輪開場59周年記念（ＧⅢ）

場外

静岡競輪開設59周年記念（ＧⅢ）
場外

土

四日市競輪
開設60周年記念（ＧⅢ）

場外

岸和田競輪
Ｓ級シリーズ（FⅠ）

場外
岸和田（FⅠ）場外
（10～12R併売）

四日市記念（ＧⅢ）場外
（9～11R併売）

第９回FⅡ　メイプルレース

木

土

月

防府競輪開設62周年記念（ＧⅢ）
場外

いわき平競輪Ｓ級シリーズ（ＦⅠ）
場外

木

土

金

金

日金

日 祝火月

水 日 火月

火 日土金祝

１１

馬
うまがた

形埴
はにわ

輪

　丸山古墳からは、馬形

埴輪も出土しています。

写真は馬の頸
くび

から胴体に

かけての部分で、革ベル

トを調節する留め金具の細かい表現がされています。そのほ

かに蹄
ひづめ

や障
あお

泥
り

（泥よけ、馬具の一種）などの埴輪も出土して

います。　　　　　生涯学習課文化振興係　☎２３－３９４３

丸山古墳⑦（室本町）

市内の古墳を
紹介します

ぴよぴよクラブ

のびのび教室

ほっと相談

プレママ広場

あぶあぶひろば

育児相談

あぶあぶひろば

のびのび教室

ぴよぴよクラブいき
9:30 ～11:30

ふれ

いき
9:30 ～11:30

13:30 ～15:00
共福

河田病院

野口歯科医院

快生堂茂木調剤薬局

姫浜調剤薬局

　親子体操教室

茂木町　☎25－3668

柞田町　☎25－3900

茂木町　☎57－5117

豊浜町　☎52－1733

10:00～11:00

医

歯

薬

献血

育児相談

ぴよぴよクラブ
9:30 ～11:00

9:30 ～11:30

いき

いき

ぴよぴよクラブ
9:30 ～11:30

いき

ぴよぴよクラブ
9:30 ～11:30

いき

ふれあい広場

１歳６カ月児健診

のびのび教室

9:30 ～11:30

13:30 ～14:15

13:30 ～15:00

保

ふれ

おざきこどもクリニック

おおした歯科医院

サンシャインスター薬局

ひまわり調剤薬局三豊

柞田町　☎24ー6789

詫間町　☎83ー7106

柞田町　☎57－5315

豊浜町　☎52－5100

豊田公民館 9:00 ～12:00
　　　　　　 13:00 ～16:00

医

歯

薬

大西病院

塩田歯科医院

快生堂薬局本店

快生堂豊浜調剤薬局

茂西町　☎25－3291

観音寺町（中央）☎25－3872

観音寺町（駅通）☎25－3606

豊浜町　☎56－3260

医

歯

薬

業天医院

ひまわり調剤薬局三豊
豊浜町　☎52－3636

豊浜町　☎52－5100

医

薬

クリニック池田

ファーマシィ観音寺薬局

第健調剤薬局

植田町　☎23ー1500

植田町　☎57－6860

豊浜町　☎56－3477

医

薬

久保外科整形外科医院

篠丸歯科医院

ひまわり調剤薬局くにた

第健調剤薬局

柞田町　☎25－5515

高瀬町　☎72ー3788

柞田町　☎56－0050

豊浜町　☎56－3477

医

歯

薬

9:30～11:00

10:00～12:00

10:00～12:00

9:30～11:00

10:00～12:00

13:30～15:00

9:30～11:00

10:00～12:00

保

保

骨密度測定

あぶあぶひろば

保

いき はつらつ会

健康栄養相談
9:00～11:00

9:30～11:00
豊福

豊福

いき ぴよぴよクラブ
9:30～11:30

ふれ

ふれあい広場

さわやか栄養教室
9:30 ～11:30

9:30 ～13:00
いき

いき はつらつ会

１歳６カ月児健診

ひまわりの会

9:00 ～11:00

13:15 ～13:45

13:30 ～16:00

いき 健康栄養相談

ポリオ
9:30 ～11:00

13:30 ～14:30

（ 大 野 原 町・ 豊 浜 町
Ｈ22年3月・4月生まれ）

はつらつ会

もぐもぐレッスン
9:00 ～11:00

10:00 ～11:30

いき要予約

（旧観音寺市H22年 4月生まれ）

医
歯

薬
保
いき
ふれ
豊福

ぴよぴよクラブ

筋力つけんな～教室
9:30 ～11:30

13:30 ～15:00

いき

ふれ

共福

常

愛

休日当番医
休日当番歯科医

休日当番調剤薬局
保健センター
大野原いきいきセンター
豊浜ふれあい会館
豊浜福祉会館

（９：００～１２：００）

共同福祉施設軽運動室
市民会館第３会議室
常磐総合コミュニティセンター

愛育会行事

市 3

あぶあぶひろば

３カ月児健診
10:00 ～12:00

14:00 ～14:30

保

（大野原町・豊浜町
Ｈ２３年7月・8月生まれ）

いき

ふれあい広場

若返り教室

３歳児健診

若返り教室

9:30 ～11:30

13:30 ～15:00

13:30 ～14:15

13:30 ～15:00

ふれ

保
（旧観音寺市H20年 4月生まれ）

市 3

ふれ

ぴよぴよクラブ

３カ月児健診

筋力つけんな～教室

いき
9:30 ～11:30

13:30 ～14:15

13:30 ～15:00

(旧観音寺市Ｈ23年8月生まれ）
保

健康栄養相談

１０カ月児相談

ぴよぴよクラブ
  茶話会
シニアエアロビクス

いき

いき

9:30 ～11:00

13:30 ～14:00

9:30 ～11:30

10:00 ～12:00

13:30 ～15:00

(旧観音寺市Ｈ23年１月生まれ）

保

豊福

愛

愛

常

保

運動器具を使って
健康づくり・体力づくりを

しましょう！
火～日曜日（祝日休み）

00:21～00:9  
13:00 ～16:00
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